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私
は
、
去
る
２
月
18
日
に
告
示
さ
れ
た
神

恵
内
村
長
選
挙
に
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
が
、

議
会
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
の
み
な
さ

ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
戴
い
た
し
、
無
投

票
当
選
の
決
定
を
受
け
ま
し
た
こ
と
は
誠
に

光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
み
な
さ
ま

の
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、
な
お
一
層
の
努

力
を
続
け
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
14
年
の
村
長
就
任
以
来
、「
村

民
主
体
・
村
民
本
位
」の
理
念
を
柱
に
掲
げ
、

村
民
自
ら
が
責
任
を
持
ち
、
行
政
は
村
民
の

幸
福
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
政
策
運
営
を
行

う
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
い

て
村
政
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
会
議
員
の
み
な
さ
ま
を
は
じ

め
、
村
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
力

強
く
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

村
財
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

24
年
度
決
算
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
が
示
す
と
お
り
、
危
機
的
状
況

か
ら
脱
却
し
た
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
方
交
付
税
に
大
き
く
依
存
す
る
体
質

そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
も
慎
重
な
対
応
が
肝
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
各
事

業
に
関
連
す
る
補
助
制
度
や
各
基
金
の
活
用

等
を
基
本
方
針
と
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
神
恵
内
村
総
合
振
興
計
画
に
沿

っ
て
適
切
な
地
域
社
会
の
経
営
の
任
を
果
た

す
た
め
、
本
年
度
も
村
民
の
み
な
さ
ま
と
と

も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
し
、
安
心
、
安
定

し
た
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
各
種
施
策
を

進
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
19
億
８
千
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
１
億
３
千
万
円
、

７･

０
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
及
び
４
特
別
会
計
の
総
額
で
は
、

21
億
５
４
９
０
万
円
で
、
１
億
４
２
５
０
万

円
、
７･

１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

　

本
村
の
財
政
状
況
は
、
財
政
の
健
全
化
判

断
比
率
に
お
い
て
健
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
財
政
力
指
数
が
０･

10
、

自
主
財
源
比
率
が
26･
１
％
と
、
財
務
体
質

は
脆
弱
で
あ
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
村
税
収
入
は
、

前
年
度
に
比
較
す
る
と
わ
ず
か
な
が
ら
増
収

が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
歳
入
に
占
め

る
割
合
は
４･

３
％
と
極
め
て
低
い
状
況
の

中
、
歳
入
の
約
43
％
を
地
方
交
付
税
に
依
存

し
て
お
り
、
不
足
財
源
は
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
・
道
の
制
度
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
村
税
を
は

じ
め
使
用
料
な
ど
の
各
種
収
入
率
の
向
上
に

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
歳
入
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
経
常
的
経
費
の
徹
底

し
た
節
減
、
合
理
化
と
す
べ
て
の
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
必
要
性
・
効
果
等
に
つ
い
て
事

業
の
見
直
し
点
検
を
行
い
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま

し
た
。

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
優
先
順
位
の
厳

し
い
選
択
を
行
い
、
そ
の
重
要
性
や
緊
急
度

を
検
討
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
は
じ
め
、

各
種
の
災
害
か
ら
住
民
の
命
を
守
る
防
災
対

策
、
子
育
て
の
負
担
軽
減
対
策
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
政
懇
談
会
や
各
町
内
会
等
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
等
に
つ
い

て
も
十
分
検
討
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
ま
し

た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
が

小
さ
く
か
つ
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

厳
し
い
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
層
の

効
率
化
に
よ
り
適
切
な
財
政
運
営
に
努
め
ま

す
。

平成26年度 村政執行方針

高 橋 昌 幸神恵内村長

Ⅰ
．
基

本

方

針

Ⅱ
．
予
算
編
成
方
針

村政執行方針
平成２６年度

　平成２６年第１回村議会定例会で、高橋村長が平成２６年度村政執行方針を、岩田教育長が教育行
政執行方針をそれぞれ表明しました。
以下、執行方針の主な内容をお知らせします。
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平　成
26年度

平　成
25年度 増減（△）額 増減率

区　　　分
比　　　較

平　成
26年度

平　成
25年度 増減（△）額 増減率

会　計　区　分
比　　　較

平　成
26年度

平　成
25年度 増減（△）額 増減率

比　　　較

平成26年度 村政執行方針

（単位：千円）
一般会計予算及び特別会計当初予算の規模

（単位：千円）
一般会計歳入予算

（単位：千円）
一般会計歳出予算▼性質別 ▼目的別

（単位：千円）

1,980,000
64,100
17,600
31,500
31,500
61,700

2,154,900

1,850,000
63,300
18,100
31,700
31,700
49,300

2,012,400

130,000
800
500
200
200

12,400
142,500

7.0
1.3
2.8
0.6
0.6
25.2
7.1

△
△
△

△
△
△

85,500
10,500
500

15,000
2,000
150

856,000
5,470
59,460
37,720
239,939
6,921
485

269,911
10,000
141,844
238,600
1,980,000

83,600
11,200
500

11,000
2,000
1,100

739,000
6,127
59,774
78,701
241,830
7,235
480

369,023
10,000
121,730
106,700
1,850,000

1,900
700
0

4,000
0

950
117,000
657
314

40,981
1,891
314
5

99,112
0

20,114
131,900
130,000

2.3
6.3
0.0
36.4
0.0
86.4
15.8
10.7
 0.5
 52.1
0.8
4.3
1.0
26.9
0.0
16.5
123.6
7.0

△

△

△
△
△
△
△

△

△

△

△
△
△
△
△

△

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
　介護サービス事業勘定
簡 易 水 道 特 別 会 計
　 合 　 　 計 　

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
道 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
　 合 　 　 計 　

人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費 等
公 債 費
積 立 金
投資及び出資金
貸 付 金
投 資 的 経 費
　うち補助分
　うち単独分
繰 出 金
予 備 費
　合　　計　

区　　　　　分

％

％

353,582
508,365
84,140
60,073
360,685
162,500
20,800

0
300

329,345
14,600
314,745
87,210
13,000

1,980,000

347,697
465,487
77,801
57,912
234,461
166,400
56,000

0
300

359,062
118,000
241,062
73,880
11,000

1,850,000

5,885
42,878
6,339
2,161

126,224
3,900
35,200

0
0

29,717
103,400
73,683
13,330
2,000

130,000

1.7
9.2
8.1
3.7
53.8
2.3
62.9
0.0
0.0
8.3
87.6
30.6
18.0
18.2
7.0

△
△

△
△

△
△

△
△

％

平　成
26年度

平　成
25年度 増減（△）額 増減率

区　　　分
比　　　較

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

　合　　計　

42,900

428,100

306,000

258,400

400

82,100

135,600

212,300

201,700

116,200

162,500

20,800

13,000

1,980,000

44,400

263,100

267,000

228,500

5,700

127,100

134,700

326,200

86,000

133,900

166,400

56,000

11,000

1,850,000

1,500

165,000

39,000

29,900

5,300

45,000

900

113,900

115,700

17,700

3,900

35,200

2,000

130,000

3.4

62.7

14.6

13.1

93.0

35.4

0.7

34.9

134.5

13.2

 2.3

62.9

18.2

7.0

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

％

平成２６年度 当初予算

総額

２１億５，４９０万円
（前年度比　１億4,250万円増）

一般会計予算

１９億８,０００万円

特別会計予算

１億７,４９０万円

（前年度比　１億３，０００万円増）

（前年度比　１,２５０万円増）
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◇
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
営

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
急
速
に
発
達
し
た

情
報
通
信
技
術
の
利
活
用
に
よ
る
効
果
的
・

効
率
的
な
業
務
執
行
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
種
業
務
の
連
携
強
化
が
重
要
と

の
観
点
か
ら「
北
海
道
電
子
自
治
体
共
同
運

営
協
議
会
」な
ど
を
通
じ
、
シ
ス
テ
ム
の
連

携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
適
正
な
管
理
運
営

を
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

▼
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
費１

３
６
２
万
円

▼
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
保
守
業
務
委
託
料

６
１
４
万
２
千
円

◇
地
域
情
報
化
の
推
進

　

既
設
の
防
災
行
政
告
知
放
送
設
備
に
連
携

す
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）、
高
齢
者
安
心
見
守
り
シ
ス
テ
ム
、
密

漁
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
、
テ
レ
ビ
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
設
備
な
ど
を
適
正
に
管
理
し
、

村
民
の
生
活
利
便
性
の
向
上
と
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

▼
告
知
放
送
管
理
費　
　
　

１
２
２
６
万
円

◇
地
域
防
災
対
策

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
３
年
前
の
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
生
か
す
と
と
も
に
災
害
時
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
関
係
機
関

の
連
携
は
も
と
よ
り
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」を
基
本
に
防
災
、
減
災
対
策
を
推
進
し

ま
す
。
引
き
続
き
防
災
訓
練
を
行
い
、
村
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
と
地
域
防
災
力
の
充
実

を
は
か
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
川
白
地
区
に
津
波
避
難
施
設

と
し
て
生
涯
学
習
館
を
整
備
し
、
平
常
時
は
、

村
内
外
の
青
少
年
の
自
然
体
験
活
動
施
設
と

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
の
拠
点
と
な
る
役
場
庁

舎
は
、
昭
和
44
年
の
建
設
か
ら
45
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
耐

震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た

耐
震
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

▼
地
域
防
災
力
支
援
業
務
委
託
料２

０
０
万
円

▼
生
涯
学
習
館
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
４
０
万
円

▼
役
場
庁
舎
耐
震
診
断
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　

３
４
８
万
９
千
円

◇
交
通
安
全
対
策

　

村
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
警
察
や
関

係
機
関
・
団
体
と
協
力
・
連
携
し
、
交
通
安

全
対
策
を
推
進
し
た
結
果
、
３
月
７
日
、
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も「
毎
日
が
交
通
安
全
の
日
」を
合

言
葉
に
、
旗
の
波
作
戦
な
ど
の
啓
発
運
動
を

と
お
し
て
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
努
め
、

交
通
事
故
の
無
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
金

５
万
円

▼
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
運
営
補
助
金

30
万
円

◇
広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　
「
村
民
主
体
・
村
民
本
位
」の
村
づ
く
り
の

方
向
性
を
村
民
の
み
な
さ
ま
に
具
体
的
に
示

す
手
段
と
し
て
、
広
報
紙
や
防
災
行
政
告
知

放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
わ
か

り
や
す
い
行
政
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
村
政
懇
談
会
や
連
絡
員
会
議
、
広

聴
は
が
き
等
の
実
施
に
よ
り
、
村
民
の
み
な

さ
ま
と
の
対
話
の
機
会
を
充
実
し
、
双
方
向

で
の
意
見
交
換
を
は
か
り
な
が
ら
、
協
働
の

村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
職
員
研
修
の
推
進

　

公
務
員
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
、
職
員
の
職
務
の
遂
行
に
必
要
な

知
識
、
技
能
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
職
員

研
修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▼
職
員
研
修
費　
　
　
　
　
　
　
　

49
万
円

▼
職
員
厚
生
費　
　
　
　
　
　

１
０
５
万
円

◇
地
籍
調
査
事
業

　

個
人
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る「
土
地
」の
位

置
や
面
積
等
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
、
土
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

や
登
記
簿
・
公
図
の
明
確
化
を
は
か
り
、
土

地
の
実
状
を
科
学
的
か
つ
総
合
的
に
調
査
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
地
籍

調
査
に
着
手
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
神
恵
内
大
川
地
区
周
辺
で
実

施
し
ま
す
が
、
調
整
を
要
す
る
課
題
に
つ
い

て
は
、
土
地
所
有
者
は
も
と
よ
り
、
関
係
機

関
や
地
元
関
係
者
の
み
な
さ
ま
と
十
分
に
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、そ
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

▼
地
籍
調
査
事
業
費　
　
　
　

８
９
５
万
円

◇
選
挙
の
管
理
執
行

　

来
年
４
月
に
執
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
北

海
道
知
事
及
び
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
、
管

理
執
行
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

▼
選
挙
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
７
万
円

　

う
ち
北
海
道
知
事
及
び
北
海
道
議
会

　

議
員
選
挙
費　
　
　
　
　
　

１
３
０
万
円

平成26年度 村政執行方針

Ⅲ
．
主
な
事
業
計
画

①  
総
務
関
係

『旗の波』作戦展開中
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村
で
は
、
教
育
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
と

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
次
の

と
お
り
助
成
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
申
請
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　【
①
教
育
資
金
援
助
制
度
】

　

大
学
・
短
大
入
学
時
に
３
万
円
、
高
校
・

高
専
・
そ
の
他
教
育
機
関
入
学
時
に
２
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

　※

申
請
方
法
等　

４
月
14
日
㈪
ま
で
に
在
学

証
明
書
及
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、
教
育
委

員
会
へ

　【
②
教
育
資
金
利
子
補
給
制
度
】

　

銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
し
た
教
育
資
金

の
利
子
の
一
部（
年
３
％
以
内
）を
子
弟
の

在
学
期
間
中
支
給
し
ま
す
。
借
入
限
度
額
は
、

大
学
在
学
２
０
０
万
円
以
内
、
短
大
在
学
１

５
０
万
円
以
内
、
高
校
・
高
専
在
学
１
０
０

万
円
以
内
で
す
。

　※

申
請
方
法
等　

４
月
14
日
㈪
ま
で
に
銀
行

な
ど
か
ら
の
借
入
証
明
書
・
在
学
証
明
書

及
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、
教
育
委
員
会
へ

　　

た
だ
し
、①
②
と
も
に
保
護
者
の
年
間
総

所
得
金
額
の
合
計
が
８
０
０
万
円
以
内
で
あ

る
こ
と
が
条
件
。①
と
②
の
重
複
申
し
込
み

は
不
可
。

　《 

問
合
せ 

》教
育
委
員
会
総
務
係

　

本
年
、
１
月
末
現
在
に
お
け
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
数
は
３
８
６
人
、
就
学
前
の
児
童

数
は
37
人
で
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
39･

６
％
、
３･
８
％
と
依
然
と
し
て

少
子
高
齢
化
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
ど
こ
で
も
パ

ス
交
付
事
業
、
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
高
齢

者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
、
福
祉
燃
料

臨
時
助
成
事
業
、
福
祉
温
泉
入
浴
事
業
、
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
老

人
福
祉
寮
や
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
施
設
の

適
切
な
運
営
を
は
か
り
、
高
齢
者
共
同
生
活

支
援
施
設
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
、

安
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
重
度

心
身
障
が
い
者
生
活
扶
助
事
業
を
継
続
し
て

実
施
す
る
と
と
も
に
障
が
い
福
祉
計
画
等
を

策
定
し
、
中
長
期
的
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

児
童
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
保
育
所
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
を
策
定

し
、
幼
児
教
育
の
充
実
と
子
育
て
に
関
す
る

施
策
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

　

消
費
税
の
増
税
に
伴
う
低
所
得
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
給
付
し
、
増
税
に

よ
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
努
め
ま

す
。

▼
結
婚
・
出
産
祝
金
支
給
事
業　
　

20
万
円

▼
地
域
福
祉
計
画
策
定
業
務
委
託
料

２
０
０
万
円

▼
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金

８
０
７
万
２
千
円

▼
福
祉
燃
料
臨
時
助
成
事
業

２
４
２
万
円

▼
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
事
業11

万
４
千
円

▼
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業　
　
　
　
　

50
万
円

▼
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

１
８
６
万
円

▼
ど
こ
で
も
パ
ス
交
付
事
業

１
８
０
万
円

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

95
万
５
千
円

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
扶
助
事
業

３
５
０
万
円

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
生
活
扶
助
事
業

１
３
２
万
円

▼
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
扶
助
事
業

１
０
２
万
円

▼
身
体
障
が
い
者
等
扶
助
事
業３

６
５
９
万
円

▼
高
齢
者
福
祉
施
設
管
理
費　

２
９
１
５
万
円

▼
保
育
所
運
営
費　
　
　
　

３
９
３
２
万
円

▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

３
７
７
万
円

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
扶
助
事
業

１
０
０
万
円

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
生
活
扶
助
事
業

24
万
円

▼
放
課
後
児
童
対
策
事
業　
　

３
７
５
万
円

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

５
２
８
万
８
千
円

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
事
業

91
万
２
千
円

　

母
子
保
健
対
策
は
、
子
育
て
が
安
心
し
て

で
き
る
よ
う
妊
婦
一
般
健
康
診
査
費
用
及
び

乳
幼
児
健
康
診
査
費
用
の
助
成
、
乳
幼
児
か

ら
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
助
成
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
実
施
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
ま

で
の
定
期
接
種
及
び
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
費
用
等
の
任

意
接
種
費
用
の
全
額
助
成
、
高
校
生
以
上
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
及
び
65
歳
以
上

の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
９

割
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
等
を
開
催
し
、

村
民
の
健
康
の
保
持
増
進
を
は
か
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快
適

な
環
境
を
守
る
た
め
、
村
民
の
み
な
さ
ま
と

と
も
に
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
、
ご
み
の
分

別
・
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
運
搬
環
境
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
じ
ん
芥
車

を
更
新
し
ま
す
。

　

環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境
の
向

上
と
海
や
川
の
環
境
保
全
の
た
め「
生
活
排

水
処
理
基
本
計
画
」を
策
定
し
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
整
備
を
基
本
に
生
活
排
水
処
理
対

策
に
着
手
し
ま
す
。

▼
各
種
健
康
診
査
事
業

２
１
８
万
６
千
円

▼
乳
幼
児
予
防
接
種
事
業

73
万
６
千
円

▼
妊
婦
健
康
診
査
業
務
委
託
料

43
万
５
千
円

▼
乳
幼
児
健
康
診
査
業
務
委
託
料19

万
３
千
円

▼
乳
幼
児
等
医
療
費
扶
助
事
業

１
８
０
万
円

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

２
０
８
万
７
千
円

平成26年度 村政執行方針

②  

福
祉
対
策

③  

保
健
衛
生
対
策

１歳のお子さんに絵本等を贈る『ブックスタート事業』
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▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
費
用
助
成

　

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

62
万
４
千
円

▼
小
児
任
意
予
防
接
種
費
用
助
成
金

36
万
円

▼
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
事
業

16
万
５
千
円

▼
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業１

３
３
万
２
千
円

▼
未
熟
児
養
育
医
療
扶
助
事
業

31
万
１
千
円

▼
じ
ん
芥
車
購
入
事
業

１
７
２
３
万
６
千
円

▼
じ
ん
芥
収
集
等
業
務
委
託
料　１

１
３
０
万
円

▼
指
定
ゴ
ミ
袋
等
交
付
業
務
委
託
料

66
万
円

▼
岩
内
地
方
衛
生
組
合
負
担
金

３
４
４
６
万
１
千
円

　

村
民
の
み
な
さ
ま
が
こ
れ
か
ら
も
心
身
と

も
に
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必

要
な
医
療
を
適
切
に
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

▼
村
立
歯
科
診
療
所
費

４
６
４
１
万
円

▼
村
立
診
療
所
費

６
３
９
４
万
円

　

国
内
の
景
気
状
況
は
、
回
復
傾
向
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
雇
用
情
勢
も
昨

年
に
比
較
し
て
求
職
者
の
減
少
と
求
人
が
増

加
し
、
雇
用
環
境
の
安
定
化
や
労
働
環
境
の

向
上
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
南
し

り
べ
し
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
支
援
体
制
の

充
実
・
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

　

季
節
移
動
労
働
者
対
策
と
し
て
、
慰
労
事

業
や
傷
害
保
険
料
の
全
額
負
担
を
実
施
す
る

と
と
も
に
短
期
雇
用
者
に
対
す
る
生
活
資
金

の
貸
付
を
実
施
し
、
生
活
の
安
定
化
を
支
援

し
ま
す
。

▼
季
節
移
動
労
働
者
慰
労
事
業

３
万
５
千
円

▼
季
節
移
動
労
働
者
福
祉
共
済
事
業

１
万
円

▼
短
期
雇
用
者
生
活
資
金
貸
付
金

30
万
円

（
１
）水
産
業
の
振
興

　

近
年
、
自
然
環
境
の
変
動
と
と
も
に
水
産

資
源
の
悪
化
に
加
え
、
ト
ド
等
海
獣
被
害
も

多
発
し
、
漁
業
経
営
は
一
層
厳
し
く
、
安
定

的
な
漁
業
生
産
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
の
振
興
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、

水
産
資
源
の
維
持
増
大
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

漁
業
者
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
適
切
な

資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
サ
ケ
、
マ
ス
増
殖
事
業
を
は
じ
め
、
ニ

シ
ン
資
源
の
増
大
や
藻
場
の
再
生
を
は
か
り

ま
す
。

　

特
に
、
今
年
は
藻
場　

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
海
域
に

藻
礁（
カ
ル
ベ
ー
ス
）を
設
置
し
て
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
類
の
藻
場
造
成
試
験
を
行
い
、
磯
焼
け
対

策
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
国
・
道
の
公
的
機
関

は
も
と
よ
り
、
企
業
や
各
関
係
機
関
等
に
広

く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、「
神
恵
内
の
海
を
守

る
会
」が
藻
場
の
回
復
と
保
全
を
目
的
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
の
適
正
な
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
、

昨
年
度
整
備
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
を
有
効
活
用

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
密

漁
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
者
研
修
事
業
と
し
て
水
産
資

源
の
特
性
や
漁
業
経
営
改
善
に
関
す
る
各
種

研
修
等
を
実
施
し
、
漁
業
経
営
者
と
し
て
の

資
質
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に「
獲
る
漁
業
」

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」「
売
る
漁
業
」の
連
動

を
見
据
え
、
水
産
業
振
興
の
中
心
的
役
割
を

担
う
古
宇
郡
漁
業
協
同
組
合
の
各
種
事
業

を
積
極
的
に
支
援
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
水

産
業
の
再
生
、
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

▼
神
恵
内
村
藻
場　

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
７
５
０
万
円

▼
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

１
４
１
万
３
千
円

▼
漁
業
者
研
修
事
業　
　
　
　

１
０
０
万
円
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④  

医
療
対
策

⑤  

労
働
福
祉
対
策

⑥  

産
業
振
興
対
策

予防接種費用額負担（助成）の概要
予 防 接 種 の 種 類
ジフテリア
破傷風
百日せき
急性灰白髄炎（ポリオ）
麻しん、風しん
結核（ＢＣＧ）
インフルエンザ
子宮頸がん
ヒブ（細菌性髄膜炎）
小児肺炎球菌
ロタウイルス
小児肺炎球菌
高齢者肺炎球菌

水痘（水ぼうそう）

流行性耳下腺炎
（おたふく風邪）

インフルエンザ

子宮頸がん

Ｂ型肝炎

乳幼児、小６
　〃　　 〃
乳幼児
　〃
幼児
乳児
６５歳以上
小６～高１
乳幼児
生後２か月～５歳未満
乳幼児
６～９歳以下
６５歳以上
１歳～中学生
高校生以上
１歳～中学生
高校生以上
１歳～中学生
高校生～６４歳
１０～１１歳
高校２～３年生
高校卒業以上
乳幼児～中学生

全額村費負担
〃
〃
〃
〃
〃

９割村費負担
全額村費負担

〃
〃

全額助成
〃

９割助成
全額助成
９割助成
全額助成
９割助成
全額助成
９割助成
全額助成
〃

９割助成
全額助成

負担（助成）内容対　象　者

定

期

接

種

任

意

接

種
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▼
密
漁
防
止
対
策
事
業
補
助
金

１
９
７
万
円

▼
神
恵
内
救
難
所
運
営
事
業
補
助
金

１
５
８
万
円

▼
ト
ド
被
害
対
策
事
業
補
助
金

75
万
円

▼
古
宇
郡
漁
協
経
営
助
成
事
業
補
助
金

52
万
９
千
円

▼
青
年
女
性
部
研
修
事
業
補
助
金

30
万
円

▼
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
金７

万
４
千
円

（
２
）漁
港
・
漁
場
の
整
備

　

漁
港
は
、
水
産
物
の
安
定
供
給
、
背
後
集

落
の
保
全
、
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
等
、
社
会
基
盤
施
設
と
し
て
多
面
的
で
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

国
や
北
海
道
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
川
白
沖
合

漁
場
の
魚
礁
整
備
事
業
の
早
期
完
成
と
漁
港

の
災
害
対
策
や
老
朽
箇
所
等
の
整
備
を
要
望

し
ま
す
。

◎
水
産
環
境
整
備
事
業（
本
年
度
計
画
分
）

【
川
白
沖
合
漁
場
】

・
魚
礁　
　
　
　
　
　

Ｖ
＝
５
４
２
７
空
㎥

◎
北
海
道
単
独
漁
港
整
備
事
業（
本
年
度
要

望
分
）

【
神
恵
内
漁
港
】

・
道
路
用
地
舗
装　
　
　
　

Ａ
＝
１
６
５
㎡

・
支
所
前
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装Ａ

＝
１
０
５
㎡

・
縁
金
物　
　
　
　
　
　
　

Ｌ
＝
１
１
５
ｍ

・
道
路
用
地
土
留
擁
壁　
　
　
　

Ｌ
＝
15
ｍ

・
港
内
泊
地
浚
渫　
　
　

Ａ
＝
２
５
５
０
㎡

Ｖ
＝
１
０
９
０
㎥

・
護
岸
防
護
柵
補
修　
　
　

Ｌ
＝
１
６
８
ｍ

【
赤
石
漁
港
】

・
用
地
舗
装　
　
　
　
　

Ａ
＝
１
１
０
０
㎡

・
西
防
波
堤
突
堤
嵩
上
げ　
　
　

Ｌ
＝
20
ｍ

・
南
防
波
堤
補
修　
　
　
　
　
　

Ｌ
＝
35
ｍ

・
滑
り
材
新
設　
　
　
　
　

Ｌ
＝
１
０
５
ｍ

・
係
船
環
新
設　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
＝
３

・
船
揚
場
補
修
一
式

【
珊
内
漁
港
】

・
沖
堤
標
識
灯
補
修
１
基

・
船
揚
場
先
端
止
壁
補
修

Ｌ
＝
48
・
６
ｍ

【
川
白
漁
港
】

・
岸
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修

Ａ
＝
１
０
０
㎡

・
防
舷
材
補
修　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
＝
５

・
用
地
舗
装　
　
　
　

Ａ
＝
１
５
０
０
０
㎡

（
３
）農
林
業
の
振
興

　

本
村
は
、
就
農
者
数
の
減
少
と
高
齢
化
が

進
み
、
現
状
で
は
農
業
の
再
生
は
極
め
て
困

難
な
状
況
で
す
が
、
雇
用
の
創
出
を
見
据
え
、

新
た
な
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
農
地
の
有
効

利
用
の
検
討
を
重
ね
ま
す
。

　

ま
た
、産
業
振
興
、雇
用
対
策
の
両
面
か
ら
、

引
き
続
き
植
物
工
場
の
誘
致
を
進
め
る
と
と

も
に
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
対
策
を
実
施

し
、
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

森
林
は
、
地
球
の
環
境
保
全
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
働
き
を
持
つ
と
同
時

に
、
私
た
ち
の
潤
い
あ
る
安
定
し
た
生
活
の

た
め
に
有
効
活
用
で
き
る
資
源
で
あ
り
、
そ

の
機
能
を
十
分
に
生
か
す
た
め
に
適
正
な
保

全
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

１
５
０
０
万
円

▼
森
林
所
有
者
情
報
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
万
３
千
円

（
４
）商
工
業
の
振
興

　

本
村
の
商
工
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
商
工
会
へ
の
運
営
補
助
金
や
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
へ
の
助
成
を
行
い
、

地
元
消
費
の
回
復
を
は
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
購
買
力
の
低

下
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
域
活
性
化
対
策

神
恵
内
村
商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
し
、
村

民
の
生
活
支
援
と
あ
わ
せ
地
域
経
済
の
活
性

化
を
は
か
り
ま
す
。

▼
商
工
振
興
補
助
金　
　
　

１
６
０
８
万
円

　

う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
助
成
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
５
万
円

▼
地
域
活
性
化
対
策
神
恵
内
村
商
品
券
発
行

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
９
４
万
円

▼
地
場
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

（
５
）観
光
の
振
興

　

観
光
は
、
地
域
経
済
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
村
が
有

す
る
豊
か
な
自
然
景
観
や
温
泉
施
設
、
青
少

年
旅
行
村
等
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
十
分

に
生
か
し
、
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
情
報
の
発
信
が
不
可
欠
で

あ
り
、
観
光
拠
点
施
設
の「
道
の
駅
」を
は
じ

め
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び「
し
り
べ
し
ｉ

ネ
ッ
ト
」な
ど
を
活
用
し
て
積
極
的
な
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
協
会
事
業
へ
の
補
助
や
村
民
有
志
に

よ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ど
ら
ご
ん
太
」と「
た
つ
姫
」

を
イ
ベ
ン
ト
等
で
積
極
的
に
活
用
し
、
村
の

知
名
度
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
客
を
迎
え
る
心
遣
い
と
し

て
、
来
訪
者
が
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
の
適
切
な

管
理
に
努
め
ま
す
。

平成26年度 村政執行方針

『どらごん太』と『たつ姫』
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▼
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
等
維
持
管
理
費

４
２
７
万
２
千
円

▼
観
光
協
会
補
助
金　
　
　
　
　
　

26
万
円

▼
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー　
　

２
２
２
０
万
円

（
６
）青
少
年
旅
行
村
の
運
営

　

本
村
観
光
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
青
少
年
旅
行
村
は
、
憩
い
の
場
や
自
然

体
験
の
場
と
し
て
村
内
外
の
多
く
の
利
用
者

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多

様
化
等
に
伴
い
利
用
者
が
年
々
減
少
し
、
村

財
政
へ
の
負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
効
率
的
な
管
理
方
法
を
検
討
し
、
適
切
な

運
営
と
安
全
で
快
適
な
施
設
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

　

な
お
、
施
設
管
理
の
効
率
化
を
は
か
る
た

め
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
青
少
年

交
流
セ
ン
タ
ー
を
一
括
管
理
し
ま
す
。

▼
青
少
年
旅
行
村
管
理
費

１
５
５
９
万
円

▼
商
工
観
光
施
設
管
理
費　
　

２
１
１
万
円

（
７
）イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業

　

第
36
回
を
迎
え
る「
沖
揚
げ
ま
つ
り
」は
、

村
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
村
内
外
に
認
知

さ
れ
、
村
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
村
の「
食
」「
文
化
」「
伝
統
」等
の

魅
力
を
伝
え
、
人
的
交
流
が
深
ま
る
取
組
を

支
援
し
、
地
域
活
性
化
を
は
か
り
ま
す
。

▼
沖
揚
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

（
８
）温
泉
の
運
営

　
「
温
泉
９
９
８
」と「
珊
内
ぬ
く
も
り
温
泉
」

は
、
村
民
の
健
康
増
進
や
憩
い
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
町
村
か
ら
の
利
用

者
も
多
く
、
地
域
経
済
の
振
興
に
は
欠
か
せ

な
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
設
備
等
の
老
朽
化
や
燃
料
費
の

高
騰
に
伴
う
経
費
の
増
大
、
入
館
者
数
の
減

少
に
よ
り
運
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

運
営
経
費
の
節
約
に
一
層
努
め
る
と
と
も

に
職
員
の
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
を
は
か
り
、

入
館
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
魅
力
あ
る
入
浴

環
境
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
い
風
呂
の
日
」を
継
続
実
施
し
、

お
客
様
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
施
設
運
営
に
努

め
ま
す
。

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ（
温
泉
９
９
８
）

　

管
理
運
営
費　
　
　
　
　

３
９
９
７
万
円

▼
珊
内
ぬ
く
も
り
温
泉
管
理
運
営
費

９
０
５
万
円

（
１
）道
路
整
備
事
業

　

村
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
著
し
い
路

線
か
ら
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
珊
内
沢
町
１
号
線
と
ツ
ボ
石
１
・
２
号

線
を
整
備
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
村
道
に
つ
い
て
も
支
障
箇
所
等

を
補
修
し
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
維

持
管
理
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

▼
道
路
維
持
費　
　
　
　
　

１
２
０
８
万
円

▼
珊
内
沢
町
１
号
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
０
０
万
円

▼
ツ
ボ
石
１
・
２
号
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
３
０
万
円

▼
ノ
ッ
ト
山
の
上
線
道
路
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
７
０
万
円

　

一
般
国
道
２
２
９
号
は
、
地
域
住
民
の
生

活
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
維
持
・
補
修
等
の
整
備
を
関
係
機
関
に

要
請
し
ま
す
。

　

一
般
道
道
９
９
８
号
線
は
、
現
在
、
雪
崩

予
防
柵
工
事
や
橋
梁
補
修
工
事
等
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
路
線
は
防
災
対
策
上

重
要
な
避
難
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
防
雪
、
防
災
対
策
の
充
実
を
は
か
る
よ

う
関
係
機
関
に
要
請
し
ま
す
。

平成26年度 村政執行方針

⑦  

土
木
関
係

賑わいを見せた『沖揚げまつり』

一般道道古平・神恵内線工事計画概要
工　　事　　名 工　　　種 工事概要 予定工期

防災安全Ｂ（雪害）工事
防災安全Ｂ（地方道）工事
（ヤエダウス橋）
防災安全Ｂ（地方道）工事
（熊見覆道）
防災安全Ｂ（地方道）工事
（八番の沢シェルター）
防災安全Ｂ（地方道）工事

地方債（局改）工事

雪崩柵工

橋面防水工

コンクリート補修工

照明補修工

落石防護柵工

法面工

雪崩予防柵設置工

橋面防水・舗装工

ＰＣコンクリート
断面補修工

照明更新

落石防護柵設置工
フリーフレーム
設置工植栽工

H２６.６.１８～１２.１０

H２６.７.９～１１.２０

H２６.７.９～１２.１０

H２６.７.１６～１２.１０

H２６.７.３０～１１.１０

未定
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（
２
）除
雪
対
策

　

冬
期
間
の
安
全
な
通
行
を
確
保
し
、
住
民

生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
万
全
な
除
雪
対
策

に
努
め
ま
す
。

▼
除
雪
費　
　
　
　
　
　
　

５
６
３
１
万
円

（
３
）河
川
整
備
事
業

　

河
川
災
害
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
今
後

も
適
切
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

古
宇
川
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て
は
、
住
民

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
、
未
整
備
箇

所
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
請

し
ま
す
。

▼
河
川
維
持
費　
　
　
　
　
　

１
１
５
万
円

（
４
）住
環
境
整
備
事
業

　

公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

策
定
し
た
住
生
活
基
本
計
画
及
び
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
維

持
管
理
を
実
施
し
、
快
適
な
住
環
境
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
独
身
者
向
け
の
住
宅
を
建
設

し
、
後
継
者
の
確
保
や
育
成
を
は
か
り
ま
す
。

▼
後
継
者
住
宅
建
設
事
業

３
５
０
０
万
円

▼
ツ
ボ
石
団
地
公
営
住
宅
屋
根
・
外
壁
改
修

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
６
０
万
円

▼
見
晴
団
地
公
営
住
宅
解
体
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

（
５
）急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業

　

川
白
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
も
既
存
施
設
の

補
修
を
含
め
危
険
箇
所
か
ら
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
土
砂
災
害
の
未
然
防

止
、
早
期
実
施
に
向
け
て
関
係
機
関
に
要
請

し
ま
す
。

（
６
）治
山
事
業

　

治
山
施
設
は
、
毎
年
、
計
画
的
に
整
備
し

て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
落
石
、
雪
崩

な
ど
の
危
険
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
早
期
に

整
備
し
、
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
に
も
早
期
整
備
を
要
請
し

ま
す
。

▼
小
規
模
治
山
事
業　
　
　

１
４
０
０
万
円

▼
要
望
事
業　

復
旧
治
山
事
業　
　

２
箇
所

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
化
の
進

行
、
高
度
情
報
化
の
進
展
等
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
小
規
模
と
い
う
教
育
環
境
を

生
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
成
果
を
踏
ま

え
つ
つ
、
教
育
委
員
会
の
意
向
を
十
分
に
尊

重
し
、
教
育
施
設
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も

に
関
係
機
関
や
家
庭
、
学
校
、
地
域
と
の
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、
未
来
の
担
い
手
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く

成
長
で
き
る
よ
う
教
育
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

予
消
防
活
動
や
救
急
活
動
の
充
実
を
は
か

る
た
め
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購

入
す
る
と
と
も
に
資
機
材
・
機
器
な
ど
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
今
年
度
は
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
を
整
備
し
、
村
民
の
生
命
及
び

財
産
を
保
護
す
る
と
と
も
に
地
震
な
ど
の
災

害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
な
ど
、
村

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
力
の
充
実
を
は
か
る
た

め
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
防
火
・
防
災
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

▼
消
防
費　
　
　
　
　
　

２
億
１
７
０
万
円

　

北
海
道
電
力
㈱
泊
発
電
所
は
、
こ
れ
ま
で

道
内
電
力
の
安
定
供
給
を
担
い
、
道
民
の
生

活
や
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
重
要
な
施
設

で
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
安
全
性
の
確
保

が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
北
電
で
は
国
の
指
示
の
も
と
に
各

種
安
全
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
目
下
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に

お
い
て
新
規
制
基
準
に
基
づ
い
た
厳
正
な
審

査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き

続
き
関
係
自
治
体
・
関
係
機
関
と
緊
密
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
国
の
動
向
に
注
視
し
つ

つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
神
恵
内

村
と
し
て
の
考
え
方
を
述
べ
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　

な
お
、
泊
発
電
所
へ
の
立
入
調
査
や
平
常

時
に
お
け
る
放
射
線
の
監
視
、
原
子
力
防
災

訓
練
の
実
施
な
ど
安
全
確
保
対
策
、
原
子
力

防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
事
業

者
に
対
し
て
は
透
明
性
の
確
保
と
迅
速
で
的

確
な
情
報
の
提
供
を
求
め
、
村
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
と
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
未

来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
自
ら
考
え

る
き
っ
か
け
を
提
供
し
、
原
子
力
発
電
の
果

た
す
役
割
や
放
射
線
に
対
す
る
正
し
い
知
識

の
習
得
を
目
的
と
し
た
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
見
学
会
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
原
子
力
発
電
対
策
費　
　
　

４
９
３
万
円

平成26年度 村政執行方針

⑧  

文
教
政
策

⑨  

消
防
体
制

⑩  

泊
発
電
所

神恵内中学校『活性化プロジェクト発表会』
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国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
業
務
は
、
後
志

広
域
連
合
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

保
険
税
の
賦
課
と
徴
収
事
務
及
び
資
格
の
変

更
や
各
種
申
請
の
手
続
き
は
、
役
場
窓
口
に

お
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
計
で
は
、
お
も
に
後
志
広
域
連
合
へ

の
分
賦
金
、
保
険
税
の
賦
課
と
徴
収
に
係
る

事
務
費
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
適
正

な
執
行
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て

事
務
の
大
半
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保

険
料
の
徴
収
や
各
種
申
請
手
続
き
は
、
役
場

窓
口
に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
計
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
と
こ
れ
に

係
る
事
務
費
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

適
正
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

　

本
会
計
で
は
、今
年
度
が
最
後
と
な
る「
第

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
連
携
し
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
及
び
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
適
切

な
提
供
を
は
か
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
後

志
広
域
連
合
の
構
成
町
村
と
連
携
し
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
神
恵
内
地
区
の
老
朽
化
の
著

し
い
消
火
栓
と
量
水
器
の
取
替
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
各
浄
水
場
の
点
検
・
整
備
・

改
修
を
計
画
的
に
行
い
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
財
源
確
保
の
た
め
使

用
料
の
滞
納
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
村
政
執
行
の
所
信
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
行
政
の
機
動
性
を
高
め
、「
産
業
の
振
興
」

「
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実
」「
安
全
な
地

域
づ
く
り
」「
生
活
環
境
の
向
上
」「
個
性
豊
か

な
教
育
の
実
現
」に
努
め
、
神
恵
内
村
の
発

展
の
た
め
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
議
会
議
員
各
位
を
は
じ

め
、
村
民
み
な
さ
ま
の
英
知
を
結
集
す
る
こ

と
が
大
前
提
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成26年度 村政執行方針

【特定】特定発電所周辺地域対策交付金　【電源】電源立地地域対策交付金　【社会】社会資本整備交付金
【単独】村単独事業　　　【起債】地方債発行　　【治山】小規模治山事業費補助金

※金額は予算額

■生涯学習館建設事業
■じん芥車購入事業
■神恵内村藻場　ＬＡＮＤプロジェクト事業
■地域活性化対策神恵内村商品券発行事業
■村道珊内沢町１号線道路改修事業
■村道ツボ石１・２号線道路改良事業
■村道ノット山の上線道路改良事業
■後継者住宅建設事業
■ツボ石団地公営住宅屋根・外壁改修事業
■見晴団地公営住宅解体事業
■小規模治山事業（山田地先）
■高齢者共同生活支援施設（友遊館）スプリンクラー設置事業
■消防救急デジタル無線整備事業
■水槽付消防ポンプ自動車購入事業

１億８４０万円【うち起債８,５５０万円】
１,７２３万６千円【うち電源１,５００万円】
１,７５０万円【単独】　　　　　　　
１,１９４万円【単独】　　　　　　　
４,９００万円【うち特定４,３４０万円】
３,４３０万円【うち特定２,６６０万円】
７７０万円【単独】　　　　　　　
３,５００万円【単独】　　　　　　　
１,４６０万円【うち社会４００万円】　
７００万円【単独】　　　　　　　
１,４００万円【うち治山５００万円】　
１,３８０万円【うち起債１,３００万円】

７,８５６万７千円【うち起債７,８５０万円】
５,４５５万１千円【うち電源４,８００万円】

平成26年度の主な事業（５００万円以上の事業）

Ⅳ
．
特

別

会

計

① 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

② 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

③ 

介
護
保
険
特
別
会
計

④ 

簡
易
水
道
特
別
会
計

《 

む
　
す
　
び 
》
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教育行政執行方針
平成２６年度

岩 田 好 美教育長

　平成２６年第１回神恵内村議会定例会の開
会にあたり、教育行政の執行について教育
委員会の主要な方針を申し上げます。

　

近
年
の
社
会
状
況
は
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
化
社
会
、

産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
教
育
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
の
様
々
な
領
域
に
お
い
て

多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
刻
一
刻
と
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
教
育
に
は
夢
と
希
望
を
育

み
、
自
立
を
促
す
た
め
に
社
会
性
や
勤
労
観

な
ど
を
育
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
小
学
校
と

中
学
校
が
連
携
す
る
中
で
、
子
供
た
ち
の
連

続
し
た
学
び
の
環
境
を
整
備
し
、
義
務
教
育

９
年
間
を
修
了
す
る
に
相
応
し
い
学
力
と
社

会
性
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
を
見
極

め
、
効
果
的
教
育
行
政
の
推
進
の
た
め
事
務

の
点
検
評
価
を
行
い
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
の
両
輪
が
う
ま
く
か
み
合
う
よ
う
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
の
協
力
の
も
と
、
社
会
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る「
人
づ
く
り
」の
視
点

に
立
っ
た
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。１

．
全
村
教
育
の
推
進

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
確
立
し
、
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

生
活
を
送
る
た
め
に
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が

学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
学
習
環
境
の
実

現
は
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
第
３
次
全
村
教
育
総
合
計
画

の
推
進
計
画
に
よ
り
、
本
村
が
抱
え
る
課
題

を
と
ら
え
な
が
ら
、
趣
味
や
教
養
だ
け
で
な

く
福
祉
、
防
災
や
環
境
な
ど
現
代
的
な
課
題

に
も
対
応
す
る
学
習
も
取
り
入
れ
、
学
校
・

地
域
・
家
庭
や
関
係
機
関
と
連
携
、
協
力
し

て
全
村
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

２
．
学
校
教
育
の
推
進

　

本
年
度
の
児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校
36
名
、

中
学
校
21
名
の
予
定
で
す
。

　

今
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
本
道
の

子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
平
成
26
年
度
の
全
国

調
査
ま
で
に「
全
国
平
均
以
上
に
す
る
」と
い

う
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
、
授
業
改
善
と
家

庭
学
習
を
含
め
た
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定

着
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
学
力
向
上
対
策
に

全
道
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
必
要
な
教
材
、

備
品
等
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各

学
校
で
は
学
校
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
に
よ
り

教
育
課
題
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
更
に
充
実
を
図
り
、
学
力
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
己
評
価
と
学

校
関
係
者
評
価
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
の
教

育
力
を
活
用
し
た
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
別
に
学
習
や
生
活
面
で
支
援
を
必
要
と

す
る
子
供
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
個
々
の
持

て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を

改
善
し
逞
し
く
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
小
学
校
に「
特
別
支
援
教
育
支
援

員
」を
配
置
し
、
学
ぶ
環
境
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。

　

総
合
学
習
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
産
業
、

環
境
、
福
祉
、
防
災
な
ど
様
々
な
分
野
の
学

習
が
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
着
実
に
児
童
・
生
徒

の
自
主
性
、
積
極
性
、
そ
し
て
郷
土
を
愛
す

る
心
が
成
果
と
し
て
表
れ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
人
権

教
育
や
福
祉
体
験
な
ど
を
通
じ
て
心
の
教
育

を
地
域
と
一
緒
に
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に

基
づ
き
、
各
学
校
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
、

そ
し
て
本
村
の
基
本
方
針
を
定
め
、
村
と
教

育
委
員
会
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
等
の

責
務
を
明
ら
か
に
し
、未
然
防
止
、早
期
発
見
、

そ
し
て
迅
速
な
対
応
の
と
れ
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
と
の

連
携
を
深
め
、
義
務
教
育
段
階
の
一
貫
性
・

連
続
性
を
確
保
す
る
た
め「
小
中
一
貫
教
育
」

を
目
指
し
た
教
育
課
程
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
研
究
、
検
討
し
ま
す
。

▼
特
別
支
援
教
育
支
援
員
賃
金

１
１
０
万
円

▼
情
報
機
器
等
購
入
費

１
５
１
８
万
円

▼
教
材
備
品
購
入
費　
　
　
　

63
万
８
千
円

　

次
に
、
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め

に
、
教
育
局
の
指
導
主
事
等
を
積
極
的
に
活

用
し
、
研
修
成
果
の
公
開
や
各
種
研
究
会
、

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
講
座
へ
の
積
極
的
参
加

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
学
校
職
員
評
価
制
度
に

よ
る
自
己
評
価
を
行
い
、
学
校
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
服
務
規
律
の
遵

平成26年度 教育行政執行方針
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守
や
危
機
管
理
へ
の
対
応
な
ど
資
質
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

▼
教
職
員
研
修
委
託
料　
　
　
　
　

20
万
円

▼
教
育
研
究
会
補
助
金　
　
　
　
　

15
万
円

▼
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
負
担
金

27
万
２
千
円

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
衛
生
管
理
の
徹

底
に
よ
り
食
の
安
全
、
安
心
に
十
分
に
努
め

て
い
く
と
と
も
に
、
地
産
地
消
や
食
育
の
観

点
か
ら
地
場
産
品
や
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
料

理
を
献
立
に
取
り
入
れ
、
食
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
、「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」の
奨
励
な
ど
食
習
慣
や

生
活
習
慣
の
改
善
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

給
食
施
設
・
設
備
は
、
毎
年
計
画
的
に
改

善
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
老
朽

化
が
著
し
い
施
設
・
設
備
の
改
修
、
備
品
の

購
入
を
行
い
ま
す
。

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
修
費66

万
３
千
円

▼
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
取
替
工
事
費　
　

13
万
円

▼
食
缶
・
食
器
等
購
入
費

１
１
２
万
４
千
円

　　

児
童
・
生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
も
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ

く
内
科
検
診
を
始
め
と
す
る
各
種
予
防
事
業

を
通
し
て
そ
の
管
理
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
、
生
活

習
慣
病
や
感
染
症
の
早
期
発
見
・
治
療
を
図

る
た
め
各
種
検
診
を
実
施
し
、
適
正
な
保
健

指
導
に
努
め
ま
す
。

▼
児
童
・
生
徒
健
康
診
査
事
業
費22

万
３
千
円

▼
教
職
員
健
康
診
査
事
業
費

60
万
３
千
円

　

教
育
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も

引
き
続
き
体
育
文
化
行
事
出
場
経
費
や
児

童
・
生
徒
の
修
学
旅
行
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
ま
た
、
教
育
援
助
資
金
も
引
き
続
き

助
成
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
か
ら
新
た
に

高
等
学
校
生
徒
の
通
学
及
び
下
宿
等
に
要
す

る
経
費
の
助
成
を
開
始
し
、
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

▼
体
育
文
化
行
事
出
場
補
助
金　
　

40
万
円

▼
修
学
旅
行
費
補
助
金　
　
　

63
万
５
千
円

▼
教
育
援
助
資
金
・
利
子
補
給　
　

36
万
円

▼
高
校
生
通
学
費
等
助
成
金

１
６
０
万
円

３
．
社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
教
育
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
な

ら
ず
、
精
神
的
な
豊
か
さ
に
よ
り
、
生
涯
を

通
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
や
地

域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
一
層
の
充
実
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
高
齢
期
ま
で
、
各
世
代
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
創
造
性
を
育
む
学
習
機
会
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
学
習

意
欲
を
高
め
る
事
業
を
推
進
し
、
ま
た
、
そ

れ
ら
を
支
え
る
指
導
者
の
育
成
を
す
す
め
ま

す
。

▼
社
会
教
育
関
係
団
体
補
助
金　
　

29
万
円

　

文
化
芸
術
は
、
人
々
の
創
造
性
豊
か
で
潤

い
と
活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成
に
必
要
で

あ
り
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
も
と
で
一
層
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
文
化
芸
術
に
親
し

む
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
り
だ
す
な
ど
、
そ

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

郷
土
資
料
は
、
郷
土
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の
認
識
を
深
め

人
々
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
本
村
の
先
人
が
築
い
た
誇
る
べ

き
文
化
遺
産
を
活
用
し
、
村
民
が
郷
土
愛
を

持
て
る
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
郷
土
資
料
館
の
有
効
活
用
と
適
切

な
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
郷
土
玩
具
館
に
つ
い
て
も
、

日
本
古
来
の
文
化
を
、
村
内
外
の
多
く
の

方
々
に
提
供
で
き
る
よ
う
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
積

極
的
に
行
い
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

▼
郷
土
資
料
館
管
理
費　
　
　
　
　

83
万
円

▼
日
本
郷
土
玩
具
館
管
理
費

２
６
０
万
円

　

長
寿
大
学「
ト
ド
松
学
級
」に
つ
い
て
は
、

学
級
生
が
主
体
的
に
趣
味
や
教
養
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
な
ど「
楽
し
ん
で
学
ぶ
」こ
と
を
テ
ー
マ

に
意
欲
的
に
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送

る
た
め
の
学
級
活
動
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
の
源
と
な
る
健
康
な
体
力
づ

く
り
と
青
少
年
の
健
全
育
成
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
振
興
に
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
団

体
活
動
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
新
た
な
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
を
図
る
な
ど
、
よ
り
一
層
、
体

育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
関
係
者

と
連
携
協
力
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
社
会
体
育
団
体
活
動
補
助
金

25
万
５
千
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助
金　
　
　

30
万
円

▼
村
民
運
動
会
補
助
金　
　
　
　
　

50
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費
補
助
金

53
万
円

　

以
上
、
平
成
26
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行

に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。
国
に
お
い
て
は
、
教
育
再
生
に
向

け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
一
層

教
育
改
革
の
進
展
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
動
向
を
踏
ま
え
て
、
関
係
機
関
や
関

係
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
活
力
あ
る
教
育

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
村
理

事
者
・
議
会
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
11

日
か
ら
13
日
の
３
日
間
を
会
期
と
決
め
、

平
成
26
年
度
各
会
計
予
算
案
等
21
件
の
議

案
、意
見
案
１
件
を
可
決（
同
意
）し
ま
し
た
。

《
議
案
第
１
号
》

平
成
25
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
億
４
６
９
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
24
億
４
６
１
３

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
地
方

交
付
税
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
追
加
、

各
種
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
交
付
金
等
の

減
額
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
基
金
積
立
金
の
追
加

の
ほ
か
、
各
種
事
業
の
執
行
残
並
び
に
各

工
事
費
・
各
業
務
委
託
費
の
入
札
減
に
よ

る
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

《
議
案
第
２
号
》

平
成
25
年
度
神
恵
内
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
０
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
５
８
４
０
万
円
と
し

ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額
が
主
な
も
の
で
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
後
志
広
域
連
合
分
賦

金
の
減
額
を
し
ま
し
た
。

《
議
案
第
３
号
》

平
成
25
年
度
神
恵
内
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
１
６
１
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
現
年
度
分
の

減
額
が
主
な
も
の
で
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
等
負
担
金
の
減
額
が
主
な
も
の
で

す
。

《
議
案
第
４
号
》

平
成
25
年
度
神
恵
内
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
82
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
６
１
４
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
道

道
古
平
神
恵
内
線
配
水
管
布
設
替
補
償
金

を
減
額
し
、
歳
出
に
つ
い
て
は
各
工
事
費

の
入
札
執
行
残
に
よ
る
減
額
が
主
な
も
の

で
す
。

《
議
案
第
５
号
》

神
恵
内
村
役
場
庁
舎
建
設
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
著
し
い
役
場
庁
舎
の
建
設
及

び
改
築
等
に
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
議
案
第
６
号
》

神
恵
内
村
ふ
る
さ
と
環
境
保
全
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
住
民
等
に
対
す
る
地
域
の
環
境
保

全
に
関
す
る
事
業
、
簡
易
水
道
施
設
の
拡

張
、
改
良
又
は
更
新
事
業
、
合
併
浄
化
槽

設
置
に
関
す
る
補
助
事
業
ほ
か
、
知
識
普

及
の
た
め
の
事
業
及
び
実
践
活
動
の
支
援

な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
環
境
保
全
活
動
を

図
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
議
案
第
12
号
》

神
恵
内
村
高
等
学
校
生
徒
の
通
学
費
等

助
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
バ
ス
定

期
乗
車
券
及
び
下
宿
等
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
、
教
育
の
機
会
均
等
と
過

疎
地
域
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
議
案
第
13
号
》

公
職
者
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

学
校
保
健
安
全
法
第
23
条
に
よ
り
、
小

中
学
校
に
学
校
薬
剤
師
を
置
く
こ
と
を
定

め
る
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

《
議
案
第
７
号
》

平
成
26
年
度
神
恵
内
村
一
般
会
計

予
算

《
議
案
第
８
号
》

平
成
26
年
度
神
恵
内
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

第
１
回

村
議
会
定
例
会

議
　
会

だ
よ
り

《
議
案
第
９
号
》

平
成
26
年
度
神
恵
内
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

《
議
案
第
10
号
》

平
成
26
年
度
神
恵
内
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

《
議
案
第
11
号
》

平
成
26
年
度
神
恵
内
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算

平
成
26
年
度
各
会
計
予
算
は「
村
政

執
行
方
針（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
）」を
ご
覧

く
だ
さ
い

（13）議会だより（平成26年第１回村議会定例会）



《
議
案
第
14
号
》

後
志
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

岩
宇
地
区
介
護
認
定
審
査
会
共
同

設
置
規
約
第
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

規
約
変
更
の
協
議
を
求
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
岩
宇
地
区
に
お
け
る
介
護

認
定
審
査
会
の
設
置
運
営
に
要
す
る

経
費
の
負
担
割
合
を
変
更
す
る
規
約

の
変
更
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２

９
１
条
の
11
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
得
ま
し
た
。

《
議
案
第
15
号
》

神
恵
内
村
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」等
に

よ
り
、
学
校
毎
に「
学
校
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」を
定
め
る
こ
と
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
生
活
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
議
案
第
16
号
》

神
恵
内
村
社
会
教
育
委
員
の
定
数
及

び
任
期
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」が
公
布
さ
れ
、
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
基
準
に
つ
い
て
の
文
言
が

削
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
題
名
の
改

正
や
文
言
、
規
定
の
整
備
等
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

《
議
案
第
17
号
》

神
恵
内
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

文
言
の
削
除
や
規
定
の
整
備
等
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

《
議
案
第
18
号
》

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

上
川
中
部
消
防
組
合
及
び
伊
達
・

壮
瞥
学
校
給
食
組
合
が
解
散
脱
退
す

る
こ
と
に
伴
い
、
別
表
の
規
約
か
ら

削
除
す
る
た
め
の
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
２
８
６
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

《
議
案
第
19
号
》

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
３
月
27
日
の
任
期
満
了

に
伴
う
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
、

池
田
幸
雄
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

《
議
案
第
20
号
》

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
３
月
31
日
の
任
期
満
了

に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
、
中
川
明
美
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

《
議
案
第
21
号
》

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
26
日
の
任
期
満
了

に
伴
う
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
長
浜
和
智
氏

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
意
見
案

《
意
見
案
第
１
号
》

「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」の
早
期

制
定
を
求
め
る
意
見
書

■
一
般
質
問

松
谷
堅
志
議
員
▼
▼
村
長

　

☆
地
域
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

　

☆
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

田
中
正
浩
議
員
▼
▼
村
長

　

☆
少
子
高
齢
化
す
る
社
会
へ
の
対

応
に
つ
い
て

岩
澤
克
明
議
員
▼
▼
村
長

　

☆
高
橋
村
政
４
期
目
の
政
策
目
標

に
つ
い
て

岩
澤
克
明
議
員
▼
▼
教
育
長

　

☆
教
育
の
充
実
の
た
め
の
事
業
に

つ
い
て

　

☆
防
災
対
策
に
つ
い
て

※

一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
と
答
弁

に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

私
こ
と
、

　

去
る
３
月
28
日
付

を
も
ち
ま
し
て
、
副

村
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
役
場

に
奉
職
以
来
、
職
員

と
し
て
39
年
間
勤
め

て
参
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
、
平
成
15
年

１
月
か
ら
教
育
次
長

に
始
ま
る
管
理
職
を

経
て
、
こ
の
度
、
副

村
長
の
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

決
意
も
新
た
に
職
責

を
全
う
す
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

何
卒
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

副
村
長

　

池 

田　

幸 

雄

　

こ
の
度
、
３
月
27

日
を
も
ち
ま
し
て
副

村
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
昭
和

43
年
に
役
場
に
奉
職

以
来
46
年
間
、
そ
の

間
、
助
役
、
副
村
長

と
し
て
平
成
14
年
３

月
28
日
か
ら
３
期
12

年
間
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
村

民
の
皆
様
方
に
は
公

私
に
わ
た
り
格
別
の

ご
支
援
と
ご
厚
情
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
心

か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
一
村
民
と

し
て
、
我
が
郷
土
神

恵
内
村
の
発
展
に
尽

力
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご

厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た

前
副
村
長

　

松 

屋　

有 

信

（14）議会だより（平成26年第１回村議会定例会）



　地域住民の生命・財産を守る消防士の人件
費の一部に充当しました。
□交付金充当額　　２０００万円

（15）

岩内・寿都地方消防組合神恵内支署
活動支援事業

　保健・福祉サービスの担い手である保健師
や保育士の人件費の一部に充当しました。
□交付金充当額　　１９６１万３０００円

神恵内村保健・福祉推進事業

　老朽化等により今後発生する補修工事や設
備の更新に備え、次の施設の維持補修基金を
積み立てました。
【神恵内村養殖作業所】　　２３００万円
【観光トイレ】　　　　　　２１００万円
【学校給食共同調理場】　　１０００万円

公共用施設維持修繕・維持補修基金
造成事業

　経年劣化による痛みが著しい学校給食セン
ターの外窓を取り替えました。
■総事業費　　　　３２５万５０００円
□交付金充当額　　３００万円

神恵内村学校給食共同調理場
窓改修事業

　製造から約３０年が経過した診療所のＸ線
一般撮影装置を更新しました。
■総事業費　　　　１８７８万３４５０円
□交付金充当額　　１７００万円

神恵内診療所医療機器整備事業

　平成１６年に購入した神恵内消防団第１分
団の小型動力ポンプ付積載車を更新しました。
■総事業費　　　　１３２３万円
□交付金充当額　　１２００万円

小型動力ポンプ付積載車購入事業

交付金の額
１億２５６１万３千円

平成２５年度
電源立地地域
対策交付金

こんなことに
使いました！



（16）

　神恵内村地域づくり推進会議が、気軽に集まり楽しい場を作ろうと、漁村センターで交流
会を開催しました。その名も「あつまろ会」。村民なら誰でも参加できるこのイベントに、当日
は老若男女多数の皆さんが参加しました。

　村保健師による簡単な準
備体操の後、もうお馴染み
の軽スポーツ「ペタンク」を
楽しみました。即席チーム
で試合を行いましたが、経
験者が初心者の参加者へ
アドバイスしながらプレー
をするなど、すぐに打ち解
けたようで、会場は笑い声
が絶えない賑やかな様子で
した。またこの日は昼食に
「マス（鱒）カレー」も用意さ
れ、年配の方には懐かしく、
若い方には新鮮な味だった
ようで、カレーを囲みなが
ら歓談に華が咲いていまし
た。準備にあたったスタッ
フの皆さんお疲れ様でした。

　３月３日、神恵内保育所がひな祭り会を行いまし
た。この日、子どもたちはひな飾りの前に全員集合。
女の子たちは目をキラキラさせて、ひな人形をのぞ
き込んでいました。保育士が飾ってある人形の紹介
や役割の説明をした後、全員でひな祭りの歌を大き
な声で元気に歌いました。また、昼食にはごちそう
メニューのちらし寿司が出されて、口いっぱいおい
しそうにほお張っていました。

　今年度、村内ゲートボール大会の最終戦、第２９回神
恵内村ゲートボール愛好会長杯争奪ゲートボール大会
が、３月２日、総合体育館で開催されました。この大
会には７チームがエントリーし、優勝を目指して各チ
ーム熱戦を繰り広げました。決勝トーナメントに進出
したチームは、戦略的な試合運びを展開し、手に汗握
る緊迫感のある試合を行っていました。

あつまろ会

愛好会長杯争奪ゲートボール大会ひな祭り会

ゆり組の子どもたちがひな飾りの前でパチリ

マ
ス
カ
レ
ー
の

　
　
　

で
き
あ
が
り

ひとつにすると…

作戦どおりにボールを送れるか !？

【 大会結果 】
　優　勝　　役場チーム
　準優勝　　はまなす
　第３位　　パワーズ

変
身

ルポ　むらのできごと



折り紙講座

札幌神恵内会

　神恵内村食生活改善協議会（高橋京子会長）が３月
６日、漁村センターでシルバークラブの会員を招いて
シルバーふれあい交流会を開催しました。推進員が献
立を紹介した後、参加者全員で料理を楽しみました。
用意した料理の一つ、ポタージュ風スープは口に含む
と柔らかい舌触りで、素材の甘みがたっぷり染み込ん
だ優しい味わいに、参加者のほおはゆるんでいました。
食後、簡単な体操をして参加者同士交流を深めました。

　３月８日、子育て支援センターが漁村センターで
「親子で作ってあそぼう！折り紙講座」を開催し、１０
組の家族が参加しました。講師は支援センターの長
尾保育士が務め、４種類の折り紙に挑戦しました。
作成中の子どもたちの表情は、真剣そのもの。子ど
もではチョット難しい作業のところは、親子で共同
作業し完成させていました。子どもたちは出来上が
った折り紙で遊ぶなど、笑顔にあふれていました。

　札幌神恵内会（本間一会長）が３月８日、KKRホテル札幌で
開催され、会員が交流を深めました。郷土を共に懐かしみ、
神恵内村出身者が親睦を深めるこの会は、今回で６４回目を迎
えました。会務報告の後、神恵内小学校を卒業する児童に記
念品が贈呈されました。余興ではカラオケ大会が行われ、自
慢の喉を披露。出席者はテーブルを行き来して和やかに歓談
するなど旧交を温めていました。最後は出席者全員で『ふる
さと』を合唱して幕を閉じました。

シルバーふれあい交流会

本間会長から記念品の贈呈 久しぶりの再会に会話も弾みます

こうかな？　がんばれお兄ちゃん！

おしながき
①
に
ん
じ
ん
と
桜
エ
ビ
の
炊
き
込
み
ピ
ラ
フ

②
か
ぼ
ち
ゃ
と
じ
ゃ
が
い
も
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

　
風
ス
ー
プ

③
白
い
麻
婆
豆
腐

④
油
揚
げ
と
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
　
⑤
キ
ウ
イ

①
③

④

⑤
②

ルポ　むらのできごと（17）



文化及びスポーツ表彰授与式

　神恵内村の文化及びスポーツの振興や発展に寄与した方や優秀
な成績を収めた方を表彰する、平成２５年度第３０回神恵内村文化
及びスポーツ表彰授与式が３月２４日、神恵内小学校体育館で行わ
れました。
　スポーツの振興に多大な貢献をされた佐藤サヨさんとスポーツ
活動で活躍された児童・生徒の皆さん１２個人と３団体が表彰され
ました。
　受賞者は、次のとおりです。【敬称略】

【スポーツ奨励賞～１２個人・３団体】
●鈴木　美緒（小４）　
　北海道小学生陸上競技大会　
　　小樽後志地区予選会　４年女子ボール投　優勝
●林　優大（小５）　
　北海道小学生陸上競技大会　
　　小樽後志地区予選会　５年男子走幅跳　優勝
　　後志卓球選手権大会
　　　ホープスの部男子シングルス　第３位
●成田　美月（小６）　
　北海道小学生陸上競技大会　
　　小樽後志地区予選会　６年女子100m走　優勝
●渡辺　海斗（中２）　
　後志卓球選手権大会　
　　カデットの部男子シングルス　第３位　
●斉藤　喬大（中２）　
　後志中学校バドミントン大会新人戦　
　　男子シングルス　準優勝　
●山内　千洋（中２）　
　後志中学校バドミントン大会新人戦　
　　男子ダブルス　第３位　
●住吉　慶優（中２）　
　後志中学校バドミントン大会新人戦　
　　男子ダブルス　第３位
●戸崎　雨音（中３）
　後志中学校バドミントン大会
　　女子ダブルス　準優勝

●金澤　多英（中３）
　後志中学校バドミントン大会
　　女子ダブルス　準優勝
●大井　一輝（中３）
　後志卓球選手権大会
　　一般男子ダブルス　第３位
●林　太陽（中３）
　後志卓球選手権大会
　　ジュニア男子シングルス　準優勝
●高橋　崚人（岩内高校１年）
　秋季小樽支部高等学校新人卓球大会
　　男子シングルス　優勝
●神恵内ファイターズ
　道新カップ北海道小学生バレーボール大会
　　後志順位決定戦　優勝
●神恵内中学校バトミントン部
　後志中学校バドミントン大会　
　　女子団体　第３位
●神恵内中学校男子卓球部
　北海道中学校卓球大会
　　小樽後志代表決定戦　優勝

ルポ　むらのできごと

【スポーツ振興賞～１個人】
●佐藤　サヨ　
　本村のゲートボール競技の普及に大きく寄与されました

受賞者を代表して謝辞を
述べる戸崎雨音さん

（18）



ルポ　むらのできごと

　３月１７日、漁村センターで心身障がい者レクリエー
ション大会が開催され、ペタンクとラダーゲッターの
２種類のゲームを楽しみました。参加者はこの大会を
楽しみにしていたのかとても張り切っていて、好プレ
ーが飛び出すと会場は大きな歓声に包まれました。大
会終了後、懇親会を開催し食事を囲みながら、ゲーム
の内容や日々の出来事など色々な話題で盛り上がり、
交流を深めました。

　赤ちゃんと保護者が絵本を介してふれあうきっかけ
づくりにしてもらおうと、３月１２日、子育て支援センタ
ーでブックスタートの会が開催されました。当日は３
組の親子が参加。村保健師からの説明の後、支援セン
ターの保育士による絵本の読み聞かせを行いました。
お母さんの膝の上に座った子どもたちは、なんだか楽
しそう。読み聞かせを始めると子どもたちは食い入る
ように本を見つめ、ページをめくると笑顔をのぞかせ
ていました。

　３月１４日神恵内中学校で、１９日神恵内小学
校でそれぞれ卒業式が、２５日に神恵内保育所
で修了式が行われました。式では卒業生一人
一人に卒業証書が手渡された後、学校長は将
来に向けた力強い激励の言葉をはなむけとし
て述べました。式の最中、頭の中で思い出が
よぎったのか涙を流す姿も見られました。在
校生や保護者は巣立っていく卒業生たちを送
り出し、温かく見守られながら、新たな人生
の一歩を踏み出しました。

心身障がい者レクリエーション大会 ブックスタートの会

注目を集める中、高得点を連続ゲット
おうちでも読み聞かせをしてもらおうね

旅
立
ち
の
日

（19）
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神
恵
内
村
は
、
３
月
８
日
午
前

零
時
を
も
ち
ま
し
て
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
２
０
０
０
日
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
頃
か
ら
の
村
民
の

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

と
交
通
事
故
を
無
く
そ
う
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
た
数
々
の

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
実
を
結

ん
だ
も
の
で
す
。

　

次
は
２
５
０
０
日
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全
対
策
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
新
聞

交
通
安
全
新
聞

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
新
し
く
倶
知
安
町
に
赴

任
し
ま
し
た
渡
邉
恵
介
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
前
任

の
大
沼
弁
護
士
に
代
わ
り
ま
し
て
、
広
報
誌
で
の
コ
ラ

ム
を
担
当
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、高
校
時
代
ま
で
を
香
川
県
で
過
ご
し
ま
し
た
。

倶
知
安
町
は
四
国
出
身
者
が
多
く
開
拓
に
あ
た
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
赴
任
し
ま
し
た
こ
と
に

ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
広
島
で
の
生
活
を

経
た
後
、
８
年
前
に
初
め
て
北
海
道
へ
来
ま
し
た
。
そ

し
て
、
一
度
広
島
へ
戻
る
も
、
２
年
前
よ
り
、
再
び
札

幌
で
弁
護
士
と
し
て
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

倶
知
安
町
へ
は
今
年
の
１
月
に
参
り
ま
し
た
が
、
雪

の
多
さ
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
持
っ
て
い
た
靴
で
は

雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
で
、
早
速
、
長
靴
を
買
い
に

走
り
ま
し
た
。
今
で
は
長
靴
を
履
い
て
通
勤
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
羊
蹄
山
の
姿
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

羊
蹄
山
は
、
事
務
所
の
窓
か
ら
よ
く
望
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
事
務
所
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
倶
知
安
町
に
赴
任
し
て
２
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
が
、「
弁
護
士
は
敷
居
が
高
い
」と
い
う
こ
と

を
何
度
か
耳
に
し
ま
し
た
。
何
か
悩
み
を
抱
え
た
時
に
弁

護
士
を
は
じ
め
と
し
た
法
律
家
に
相
談
す
る
と
い
う
こ
と

に
は
、
ま
だ
ま
だ
抵
抗
感
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
風
邪
を
引
い
た
り
、
怪
我
を
し
た
と
き
、

誰
で
も
病
院
に
行
っ
て
お
医
者
さ
ん
に
診
察
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　

法
律
問
題
も
同
じ
で
す
。

　

皆
様
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
法
律
に
よ
っ
て
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
の

予
防
や
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、「
法
律
問
題
で
は
な
い
か
も

…

」な
ん
て
思
わ
ず
に
、
是
非
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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載連

運転免許更新時講習日程表（４月･５月）

12：00
～ 13：00

月 日

11

18

25

９

15

23

金

金

金

金

木

金

13：30
～ 14：00

10：00
～ 12：00

9：00
～ 10：00

10：30
～ 12：30

14：30
～ 16：30

曜
日 会　　場

岩内自動車
学校

岩内自動車
学校

泊村公民館

優　良
講　習
9：00
  ～ 9：30

13：30
～ 14：00

10：00
～ 12：00

9：00
～ 10：00

10：30
～ 12：30

14：30
～ 16：30

9：00
  ～ 9：30

違反者
講　習

一　般
講　習

初　回
講　習

４

５

岩内自動車
学校

岩内自動車
学校

共和町生涯学
習センター

【お問い合わせ】岩内地方交通安全協会連合会（岩内警察署内）緯62－0110

倶
知
安
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

渡
邉
弁
護
士
の
法
律
豆
知
識

倶知安ひまわり基金法律事務所
緯 0136－21－6228

弁護士 渡 邉 恵 介

後
志
管
内
事
故
死
ゼ
ロ
順
位

【資料提供：後志総合振興局環境生活課】

平成26年３月31日現在

順位

１位

２位

３位

４位

５位

６位

７位

８位

９位

10位

市町村名

積 丹 町

京 極 町

島 牧 村

古 平 町

留寿都村

神恵内村

ニセコ町

泊　　村

赤井川村

真 狩 村

ゼロ日数

4,976日

3,722日

3,516日

3,003日

2,707日

2,024日

1,956日

1,947日

1,254日

1,137日

開　始　日

平成12年８月16日

平成16年１月22日

平成16年８月15日

平成18年１月10日

平成18年11月２日

平成20年９月15日

平成20年11月22日

平成20年12月１日

平成22年10月25日

平成23年２月19日

達成！

４月１０日（木）は
「交通事故死ゼロを目指す日」です
　毎年、多くの人が交通事故により死傷して
います。
　平成20年１月、交通安全に対する国民の意
識を高めるため、新たな国民運動として「交
通事故死ゼロを目指す日」が設けられました。
　国民一人ひとりが交通ルールを守り、交通
マナーを実践するなど交通事故に注意して
行動することによって、交通事故を無くしま
しょう。

ご 

挨 

拶
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黄砂予測モデルの模式図

（移動、拡散）

（舞い上がり） （降下）

海洋大陸（乾燥地域）

大気

気象条件、
土壌水分等

　４月は一年の中で最も空気が乾燥し、花粉などが飛散する季節でもあります。今回は黄砂現象につい
て紹介します。
　この黄砂とは文字どおり黄色い砂のことで、全国的に見ると特に４月に多く観測されています。

　黄砂現象とは、東アジアの砂漠地帯（ゴビ砂漠、
タクラマカン砂漠など）や黄土地帯から強風によ
り大気中の舞い上がった黄砂が浮遊しつつ降下
する現象をいいます。
　日本では、上空の強い西寄りの風（いわゆる偏
西風）によって、大陸に近い九州や時には北海道
まで運ばれることがあります。北海道でも平成２
２年４月２日に大規模な黄砂が観測され、札幌市
でも見通しが１０㎞未満となりました。

　気象庁では平成１６年１月から、ホーム
ページで「黄砂情報」を提供しています。
　ここでは、黄砂が観測された地点の分
布図（黄砂観測実況図）や黄砂が予測され
る地域（黄砂予測図）を閲覧することがで
きます。また、日本で広範囲に濃い黄砂を
観測した場合や予測した場合は『黄砂に関
する気象情報』なども発表しています。
　花粉症や気管支ぜんそく等の方にはこ
の時期、外出前に確認してはいかがでし
ょう。

防災
かもえない

●問合せ
　札幌管区気象台天気相談所
　☎０１１－６１１－０１７０
　総務課総務係
　☎**７６－５０１１（無料通話）

テーマ
黄砂現象

第  　  回32の
に飛来 注意

大陸の乾燥地域
で舞い上がる

上空の風で
運ばれる

日本など広い
範囲に降下

●黄砂観測日数の月別平年値（昭和５６年～平成２２年）

月

日数

１月

0.5

２月

2.2

３月

6.9

４月

9.0

５月

4.1

６月

0.4

７月

0.0

８月

0.0

９月

0.0

１０月

0.2

１１月

0.5

１２月

0.5

合計

24.3



　村では、平成２６年度から神恵内村全域を対象に地籍調査事業を開始します。初年度は、大川地区周辺（下図参照、延
べ面積１.１８㎢）を対象に実施しますので、調査地区の土地所有者の皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

Ｑ

Ａ

地籍って
何？
皆さんに「戸籍」があるように、
土地にも所有者、位置、面積な
どが記載された戸籍があります。
これを「地籍」といいます。

Ｑ

Ａ

なぜ調査が
必要なの？
現在、登記所にある地図は、大
正時代に作成された「北海道土
地連絡図」などをもとに作られ
たもので、一部地域では現地と

登記所地図、登記簿が合わないことがあります。
この問題点を解消するために、地籍調査を行う
必要があります。

　詳しい内容につきましては、国土交通省の「地
籍調査Webサイト」や北海道のホームページを参
照してください。

Ｑ

Ａ

地籍調査って
どういう調査？
一筆（＊）ごとの土地について、所有者等の立
ち会いのもとで、境界の確定と位置の確認を
行い、面積等を測量する調査です。　
＊土地の区画のこと。土地は「筆」という単位で
カウントされています。

いっぴつ

ひつ

《問合せ》　総務課地籍調査係　☎７６－５０１１

【地図引用先】
国土地理院　電子国土Webシステム
公共測量実施地域図作成サイト

始まります！

地 籍 調 査

清川トンネル

リフレシュプラ
ザ

温泉９９８

（22）
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４
月
６
日
か
ら
始
ま
る
平
成
26
年
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り

交
通
安
全
街
頭
啓
発『
旗
の
波
』を
実
施
い

た
し
ま
す
。
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て
交
通
事

故
撲
滅
を
推
進
す
る
こ
の
運
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
１
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
実
施
予
定
日

　

４
月
７
日
㈪
〜
15
日
㈫

＊
土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
15
分
か
ら
40
分

ま
で（
悪
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
は
、Ｉ

Ｐ
告
知
放
送
で
連
絡
し
ま
す
）

▽
実
施
場
所

神
恵
内
市
街
地
国
道
２
２
９
号
沿
道
一
帯

（
ま
る
ま
ん
食
堂
前
か
ら
神
恵
内
橋
ま
で

の
間
）

▽
参
集
場
所

開
始
の
５
分
前
ま
で
に
役
場
正
面
玄
関
前

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
交
通
安
全
旗
を
お

渡
し
し
ま
す（
実
施
期
間
中
は
、
交
通
安

全
旗
を
貸
出
し
て
い
ま
す
）。

《 

詳
細
・
問
合
せ 

》総
務
課
広
報
統
計
係

　

最
近
、
犬
の
散
歩
中
に
フ
ン
を
後
始
末
し

て
い
な
い
飼
い
主
が
い
る
と
の
苦
情
が
役
場

に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

飼
い
主
は
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
愛
犬

と
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
一
部
の

飼
い
主
の
心
無
い
行
動
の
た
め
に
、
村
の
景

観
が
損
な
わ
れ
、
不
衛
生
な
環
境
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

犬
の
フ
ン
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律（
廃

棄
物
処
理
法
）の
不
法
投
棄
と
な
っ
て
、
違

反
す
れ
ば
懲
役
又
は
罰
金
と
い
う
罰
則
が
あ

り
ま
す
。

　

誰
も
見
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
て

も
、
地
域
の
方
々
は
何
処
か
し
ら
で
見
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
不
快
な
思
い
を
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
住
民
同
士
の
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は

愛
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

《 

問
合
せ 

》住
民
課
保
健
衛
生
係

　村では毎年人間ドック事業を実施しております。内容
は下記のとおりです。対象となる方は、ぜひ受診してく
ださい。　
■受診期間　４月１日～平成２７年３月３１日
■対 象 者　①４０～７０歳で国民健康保険に加入されて

いる方
　　　　　　②７５歳以上の村民の方
　　　　　　③４０歳以上の被保護世帯の方
■実施医療　神恵内診療所
　機　　関　　　または　倶知安厚生病院
■検査料金　自己負担金３,０００円（追加検診は別途料金

が必要になります）
■検査内容　問診、身体測定、血液・尿検査、心電図、

血圧測定、眼底検査、胸部レントゲン検査、
腹部超音波検査、前立腺がん検診、大腸検診、
胃バリウム検査（診療所は胃カメラ、骨粗
しょう症検診、子宮がん、乳がん検診など
（追加料金を含む）

■申 込 み　４月１４日㈪まで　
《 申込み・問合せ 》役場保健師

　村では、神恵内村に居住する高等学校生
徒の保護者に対して通学費等の負担軽減を
図ることを目的に、高等学校生徒の通学及
び下宿に要する経費の一部を４月１日から
助成することと致しました。

■助成の内容は…
　①通学バス定期券購入費の２分の１以内
　②下宿費月額の２分の１以内（１万５千
円が限度です）

■助成の期間は…
　高等学校在籍の期間です

　なお、助成を受けるにはいくつかの要件
がありますので、希望される方は教育委員
会にご確認ください。
　
《 詳細・問合せ 》教育委員会総務係

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

『
旗
の
波
』に
ご
参
加
く
だ
さ
い

お知らせ

犬
の
フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

お知らせ

受診しよう　人間ドック
お
知
ら
せ

神恵内村役場

７６－５０１ １

くらしの
ガイド

神恵内村高等学校生徒の

通学費等
助成について

New!!

くらしのガイド
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　神恵内村地域子育て支援センター（漁村センタ
ー内）では、本年度も次の事業を実施します。

　①来所子育て相談　週５回（月～金）
　②訪問子育て相談　週２回（水・金）
　③電話子育て相談　週５回（月～金）

　就学前児童とその親を対象に週５回（月～金）
開設しています。
　＊開設時間：午前１０時～午前１１時３０分
　　　　　　　午後１時３０分～午後３時

　＊支援センターにある絵本の貸出
　＊保育所の行事に参加（運動会・もちつき会・
遠足等）

　＊「支援だより」の発行

《 問合せ 》神恵内保育所（☎７６－５０７０）

　清潔で潤いのあるクリーン神恵内をつくり上げ
ていくため、４月２９日を「空き缶ゼロの日」と定め、
空き缶等の回収を下記のとおり実施いたしますの
で、村民の皆様のご協力をお願いします。

■日　時　４月２９日㈫　午前９時

※参加される方は、軍手をご持参願います。

《 問合せ 》総務課企画振興係

　
「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま

ま
」を
合
言
葉
に
、
４
月
20
日
㈰
か
ら
30
日

㈬
ま
で
の
間
、
全
道
一
斉
に「
春
の
火
災
予

防
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
発
生
し
、
尊
い
命
や
財
産
を
奪
い
ま
す
。

神
恵
内
村
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《 

問
合
せ 

》

　

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
神
恵
内
支
署

　

予
防
係

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
及
び
家

屋
の
価
格
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧

し
ま
す
。

▽
期　

間　

４
月
１
日
〜
６
月
２
日

▽
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場　

所　

役
場
財
政
課
窓
口

※

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代

理
の
方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

《 

問
合
せ 

》財
政
課
税
務
係

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

お知らせ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

お知らせ

ご
存
知
で
す
か

教
育
費
の
助
成
制
度

お知らせ
　

村
で
は
、
教
育
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
と

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
次
の

と
お
り
助
成
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
申
請
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　【
①
教
育
資
金
援
助
制
度
】

　

大
学
・
短
大
入
学
時
に
３
万
円
、
高
校
・

高
専
・
そ
の
他
教
育
機
関
入
学
時
に
２
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

　※

申
請
方
法
等　

４
月
14
日
㈪
ま
で
に
在
学

証
明
書
及
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、
教
育
委

員
会
へ

　【
②
教
育
資
金
利
子
補
給
制
度
】

　

銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
し
た
教
育
資
金

の
利
子
の
一
部（
年
３
％
以
内
）を
子
弟
の

在
学
期
間
中
支
給
し
ま
す
。
借
入
限
度
額
は
、

大
学
在
学
２
０
０
万
円
以
内
、
短
大
在
学
１

５
０
万
円
以
内
、
高
校
・
高
専
在
学
１
０
０

万
円
以
内
で
す
。

　※

申
請
方
法
等　

４
月
14
日
㈪
ま
で
に
銀
行

な
ど
か
ら
の
借
入
証
明
書
・
在
学
証
明
書

及
び
印
鑑
を
持
参
の
上
、
教
育
委
員
会
へ

　　

た
だ
し
、①
②
と
も
に
保
護
者
の
年
間
総

所
得
金
額
の
合
計
が
８
０
０
万
円
以
内
で
あ

る
こ
と
が
条
件
。①
と
②
の
重
複
申
し
込
み

は
不
可
。

　《 

問
合
せ 

》教
育
委
員
会
総
務
係

楽しいことがいっぱい！
　　子育て支援センター

お
知
ら
せ

クリーン作戦に
　　　　ご協力ください

お
知
ら
せ

１　子育て相談

２　親と子のふれあい広場

３　その他

お住まいの地区

神恵内１～４班の方

神恵内５～７班、
14班の方

神恵内８～10班、
12班の方

国道229号神恵内橋
及び古宇川河川敷

旧出町荘前まで

神恵内11・13班の方 旅行村まで

赤石１班の方 二ノ目川前まで

赤石２班の方 大森橋まで

温泉998（茶屋町橋
経由）まで ※神恵内
橋付近河川敷含む

回収していただく範囲 集合場所

役場前

赤　石
集会所

くらしのガイド神恵内村役場

７６－５０１ １
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平
成
26
年
度
の
漁
港
利
用
に
関
す
る
手
続

き
等
の
ご
案
内
に
つ
い
て
は
、
４
月
上
旬
を

目
途
に
関
係
す
る
皆
さ
ま
方
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
漁

港
利
用
料
の
納
付
は
北
海
道
漁
港
管
理
条
例

に
よ
り
前
納
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
漁
港
を
利
用
す
る

漁
船
の
漁
港
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
４
月
中

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
用
地
の
使
用
等
に
つ
い
て
も
別
に

使
用
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
場

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《 

問
合
せ 

》産
業
建
設
課
水
産
農
林
係

　

指
定
薬
物
の
所
持
・
使
用
・
購
入
は
、
薬

事
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。【
平
成
26
年
４

月
１
日
施
行
】違
反
し
た
場
合
は
、
３
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
又
は
こ
れ
ら
が
併
科
さ
れ
ま
す
。
使
用
す

る
と
、
異
常
行
動
や
呼
吸
困
難
を
起
こ
し
た

り
、
死
亡
す
る
こ
と
も…

《 

詳
細 

》岩
内
保
健
所
企
画
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
62
・
１
５
３
７

漁
港
利
用
に
関
す
る
手
続
き

お知らせ

■
公
共
職
業
訓
練「
パ
ソ
コ
ン
実
務
科
」

▽
日　

程　

５
月
14
日
〜
８
月
13
日

　
　
　
　
　
　

土
、
日
、
祝
日
は
休
み

▽
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50
分

▽
内　

容　

初
心
者
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
に

関
す
る
幅
広
い
知
識
と
ビ
ジ
ネ

ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

を
活
用
す
る
た
め
の
技
術
を
習

得
し
、
事
務
に
活
用
で
き
る
資

格
取
得
を
目
指
す

▽
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
約

９
千
円
と
検
定
料
が
か
か
り
ま

す
）

▽
定　

員　

12
名

▽
対
象
者　

雇
用
保
険
受
給
者
又
は
公
共
職

業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
が
受

け
ら
れ
る
方

▽
締　

切　

４
月
17
日

▽
申　

込　

岩
内
公
共
職
業
安
定
所

▽
選　

考　

４
月
24
日　

午
後
１
時
30
分
か

ら
岩
内
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ

ー
に
て

■
住
民
講
座「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

▽
講
座
名　

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

▽
日　

程　

５
月
７
日
〜
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
・
金
曜
日
）

▽
時　

間　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
８
時
30
分

▽
内　

容　

初
心
者
を
対
象
に
基
礎
知
識
や

公
共
職
業
訓
練
・
住
民
講
座
の

受
講
生
募
集

募　集

ダ
メ
！
　
ゼ
ッ
タ
イ
！

違
法
ド
ラ
ッ
ク

お知らせ

　

札
幌
国
税
局
で
は
国
税
局
や
税
務
署
に
お

い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
受
験
資
格

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
大
学
を
卒
業
し
た
等
別
に
定
め
る
者

▽
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

４
月
１
日
〜
14
日

②
郵
送
又
は
持
参　
　

４
月
１
日
〜
２
日

　
　
　
　
　

基
本
用
語
、
ま
た
ゲ
ー
ム
や
塗

り
絵
を
楽
し
み
な
が
ら
文
字
入

力
や
マ
ウ
ス
操
作
の
基
本
操
作

を
学
習
し
ま
す

▽
受
講
料　

１
万
２
千
円

▽
定　

員　

10
名

▽
締　

切　

４
月
25
日

《 

問
合
せ 

》岩
内
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
62
・
２
１
８
３

　
（
注
）　

原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

申
込
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
第
１
次
試
験　

６
月
８
日

▽
第
２
次
試
験　

７
月
15
日
〜
23
日
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　

指
定
す
る
日

《 

問
合
せ 

》

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
　

☎
０
１
１
・
２
３
１
・
５
０
１
１

　

倶
知
安
税
務
署
総
務
課

　
　

☎
０
１
３
６
・
25
・
１
０
０
９

国
税
専
門
官
を
募
集

試　験

　

40
歳
以
上
の
方
が
加
入
さ
れ
る
介
護
保
険

（
第
２
号
被
保
険
者
）に
つ
い
て
は
、
介
護
給

付
費
が
年
々
増
加
し
、
協
会
け
ん
ぽ
が
負
担

す
べ
き
介
護
納
付
金
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
の
介
護
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い

経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
25
年
度　

１
・
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←

　

平
成
26
年
度　

１
・
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％

《 

詳
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・
問
合
せ 

》

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

　
　

☎
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３
５
２

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

お知らせ

神恵内村役場

７６－５０１ １
くらしのガイド



　４月から消費税が増税されました。このことで、
村民の皆さんの家計に少なからず影響を及ぼすこと
が考えられます。このような状況と合わせて、村内
商店での購買力の落ち込みを最小限に抑えることを
目的に、村内で使用することができる商品券を全村
民に配付いたします。４月中旬から役場職員がご自
宅に伺いますので使用期限までにご使用ください。
　なお、使用できる商店は、商品券が入っている封
筒の中に一覧表が同封されていますので、ご確認く
ださい。

【使用上の注意】

■現金との引き換えはできません。
■お釣りの支払はできません。
■金券（お米券・ビール券・図書券・切手・印
紙等）の購入には使用できません。

■商品券の盗難・紛失又は破損に対して、そ
の責を負いません。
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《 詳細・問合せ 》産業建設課商工観光係

【交付の対象者は…】
　平成２６年４月１０日現在で、神恵内村に住民
登録又は外国人登録されている方です。

【交付金額】
　対象者１人につき１２,０００円相当の商品券を
配付します（５００円券を２４枚）。

【使用期限】
　平成２６年５月３１日まで

平成２６年度　地域活性化対策神恵内村商品券発行事業

村からビッグな
プレゼント！

赤ちゃんからお年寄りまで　全村民にひ
と
り

ひ
と
り１２，０００１２，０００円円

生 活 後 押し生 活 後 押し

見本
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村の人事 ＜平成２６年４月１日付＞ ※（　）は前職

＜転出＞
小学校　佐藤　英治（教　　頭）→赤井川村立赤井川中
　　　　本多　摩紀（教　　諭）→ジャカルタ日本人学校
　　　　　　　　　　　　　　　（在外派遣）
　　　　横山　佳子（養護教諭）→赤井川村立赤井川小
中学校　林　　利臣（教　　諭）→蘭越町立蘭越中

＜転入＞
小学校　葛西　統実（教　　頭）←小樽市立張碓小
　　　　石川　貴那（教　　諭）←函館市立中島小
　　　　仲村佳央梨（養護教諭）←新採用
中学校　武田　尚憲（教　　諭）←小樽市立朝里中
　　　　佐藤　　亮（事務職員）←新採用
【退職】
中学校　米山由希子（事務職員）

教職員の異動

■会計管理者兼出納課長
　　青塚　芳朝（議会事務局長）
【総務課】
■課長兼広報統計係長兼地籍調査係長
　　稲船　義則（財政課長）
■課長補佐兼総務係長兼企画振興係長
　　高田　　徹（企画振興係長兼地籍調査係長）
■広報統計係兼総務係　長船　孝宏
　　（財政課税務係兼固定資産評価係兼管財係）
■地籍調査係　土門　昌幸（再任用）
■総務課付　　阿久津　由希子
　　　　（住民課住民係長兼国民健康保険係長）
【財政課】
■課長　玉川　量規
　　　　（産業建設課長兼漁村センター管理者）
■財政係長兼管財係長　長浜　伸志
　　　　　　　　　　　　（財政係長兼管財係）
【産業建設課】
■課長兼漁村センター管理者兼青少年旅行村
　管理者兼温泉施設管理者兼観光情報センター
　管理者　阿部　　賢（住民課長）
■主幹（水道担当）兼水道係長　松館　暢俊
　　　　　　　　　　　　（水道係長兼土木係）
■水産農林係長兼商工観光係長　板倉　宏至
　　　　　　　　　　　　　　（水産農林係長）
■商工観光係兼水産農林係　熊谷　渓太
　　　　　　　　　（水産農林係兼商工観光係）

【住民課】
■課長　戸崎　　睦（課長補佐兼福祉係長）
■福祉係長兼国民健康保険係長　村井　孝行
　　　　　　　　　　（総務課広報統計係長）
■保健衛生係長兼住民係長　吉野　　永
　　　　　　　　　（保健衛生係長兼住民係）
【教育委員会】
■主幹（総務・学校教育担当）兼総務係長兼
　学校教育係長　石崎　　透
　　（総務係長兼学校教育係長兼社会教育係）
【議会事務局】
■議会事務局長　森　　勝人
　　　　　　　　（総務課長補佐兼総務係長）
【岩内・寿都地方消防組合神恵内支署】
■支署長　小林　茂生（副支署長兼総務係長）
■副支署長兼総務係長　渡邊　博之
 （産業建設課長補佐兼青少年旅行村管理者兼
　商工観光係長）

《退　職》お世話になりました
３月２７日付　松屋　有信（副村長）
３月３１日付　土門　昌幸（会計管理者兼出納課長）
　　　　　　高村　俊範（財政課主幹兼管財係長）
　　　　　　滝本　優二（岩内・寿都地方消防組合
　　　　　　　　　　　　神恵内支署長）

 か  さい      つね  み

いしかわ      たか  な

なかむら  か   お   り

たけ だ        ひさのり

  さ とう           りょう

【
新
採
用
】よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

■総務課企画振興係
　兼総務係　　　　

横山　　佑
よこやま           たすく

■財政課税務係兼
　固定資産評価係

小鷹　健太
こ たか      けん  た

■産業建設課水産農林係
　兼商工観光係　　　　

岡部　奉子
おか べ        とも こ

■財政課財政係
　兼管財係　　

上妻　竜一
うえづま    りゅういち
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人人 ののううごごきき
　　　　　　　　　 前月比／前年比

世帯数　５００世帯〔－ 1〕〔－17〕

人　口 　 ９７０人〔－ 4〕〔－27〕

　男　　　４６１人〔－ 2〕〔－16〕

　女　　　５０９人〔－ 2〕〔－11〕

　　【平成26年２月28日現在】

　

３
月
は
別
れ
と
旅
立
ち
の
季
節
。
皆
さ
ん
の

周
り
で
も
何
か
ド
ラ
マ
は
あ
り
ま
し
た
か
。
私

事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
編
集
者
か
ら
一

読
者
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
、

今
号
が
私
の
担
当
す
る
最
終
号
で
す
。
若
葉
マ

ー
ク
が
取
れ
な
い
ま
ま
、
旅
立
ち
ま
す
。

　

昨
年
の
４
月
、
特
段
、
豊
か
な
言
葉
の
表
現

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
全
く

の
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
、
手
探
り
の
状
態
が
長

く
続
き
ま
し
た
。
正
し
い
語
感
で
あ
る
か
、
筆

力
は
向
上
し
て
い
る
か
、
情
報
を
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
、
悩
み
な
が
ら

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

写
真
も
そ
う
で
す
。
い
き
な
り
手
に
し
た
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
。
こ
の
相
棒
、
始
め
は
と
て
も

難
し
い
奴
で
し
た
が
、
様
々
な
現
場
を
一
緒
に

歩
い
た
結
果
、
今
で
は
大
変
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

文
句
ひ
と
つ
言
わ
ず
に
、
よ
く
つ
い
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
行
事
の
写
真
撮
影
を
終
え
た
今
、

色
々
な
シ
ー
ン
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
中
で
も

印
象
に
残
る
の
は
母
と
子
の
親
子
写
真
で
す
。

母
親
の
我
が
子
を
見
つ
め
る
慈
し
み
の
あ
る
瞳
、

柔
和
な
表
情
、
ど
の
お
母
さ
ん
も
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
越
し
に
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
月
号
は
、
私
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
た
若
い

編
集
者
が
担
当
し
ま
す
。
次
号
か
ら
若
い
感
性

に
よ
る
新
た
な
視
点
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
。
い
つ
か
ま
た
違
っ
た
形
で
お
会

い
で
き
る
日
を
願
っ
て
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。
１

年
間
の
短
い
間
で
し
た
が
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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＊営業時間は午前９時から午後５時までです。

４・５月の休日当番薬局のお知らせ
４月

６日

13日

20日

27日

29日

５ 月

３ 日

５ 日

６ 日

曜日

日

日

日

日

火

曜日

土

月

火

若林調剤薬局

かねた薬局名店街店

かねた薬局名店街店

あけぼの調剤薬局

菜の花調剤薬局

☎62－0698

☎62－0040

☎62－0040

☎63－1500

☎62－2287

アライ大学堂

アイランド薬局いわない店

あけぼの調剤薬局

☎62－0456

☎61－4040

☎63－1500

当　番　薬　局 電話（0135）

ゴールデンウィークの当番歯科医院（岩内地区）

当番 歯科 医院月 日 電 話 番 号

当　番　薬　局 電話（0135）

～ 札幌弁護士会からのお知らせ ～

無料法律相談会を行います

お誕生おめでとう
神恵内　平 井　波 凪 ちゃん
　平成２６年３月１２日生まれ
  　平井　一寛・加奈さんの子

は　 な

写
真
撮
影
日
数　
　
　

１
５
８
日

写
真
撮
影
枚
数　

１
５
１
０
９
枚

撮影の記録

営業時間変更の
お知らせ

　４月１日から、営業時間を次のとおり
変更しますので、お間違いのないよう願
います。　

午前１１時から午後９時　
※受付は午後８時３０分まで　
《 問合せ 》リフレッシュプラザ温泉９９８
　　　　　☎７６－５１００

　札幌弁護士会では、次のとおり無料法律相談会を開催します。
予約は、各自治体で受付いたします。開催時間・場所は、各自治
体にお問い合わせください。　
　【４月】 ３日（木）神恵内村　10日（木）共和町
　　　　17日（木）泊村　　　24日（木）共和町　
　《予約・問合せ》
　　神恵内村総務課　　☎７６－５０１１
　　共和町住民福祉課　☎７３－２０１１
　　泊村総務課　　　　☎７５－２０２１

5/3 (土)

5/4 (日)

5/5 (月)

星歯科医院（寿都町）

寿都歯科（寿都町）

岡崎歯科医院（岩内町）

☎0136－62－3355

☎0136－62－2900

☎0135－62－0313

善意に感謝します善意に感謝します

特定非営利活動法人　創成会　より
　村の振興のために
　　村へ　……………………………　１０万円

ごめいふくをお祈りしますごめいふくをお祈りします

神恵内　松 川　洋 子  さん（74歳）
　　　　　　　 　　　 ３月２８日死去



このカレンダーは、広報・調査等交付金事業でつくられています。

神恵内村原子力エネルギー広報カレンダー

vol.132かもエナジかもエナジかもエナジかもエナジ
　みなさんが役場に来られたとき、右側の壁に大きなモニターがあるのをご存じですか。
　これは北海道原子力環境センターが泊発電所周辺４町村（泊村、共和町、岩内町及び神恵内村）の空間放射線
を連続で測定し、環境に異常が認められないかを常時監視して、その結果をリアルタイムで見ることができる

装置です。
　普段は、左図のような画面が表示されていますが、画面
右下の　　　　をタッチすると、下の図のようにメニュー
画面に切替ります。
　このデータ表示装置で最も重要なのは、画面水色の部分
の「環境モニタリングデータ」ですが、こちらは来月号でく
わしくお知らせすることとし、まずは気軽に画面にタッチ
していただくため、　　　　のクイズと気象情報について
紹介します。
　　　　   をタッチすると、かわいい動物のキャラクターが
登場し、放射線等に関するクイズを出題します。難易度に応じてレベル１からレベル３
まであります。また、「放射線とは」という約４分のアニメ番組も収録しています。一方、
　　　　　では天気図、ひまわり、後志地方の気温や降水量、週間天気予報などを見る

ことができます。役場に来られた際には、ぜひ遊び
感覚で気軽にタッチしてみてくださいね。

環境放射線テレメータシステム
　　　 データ表示装置について 
環境放射線テレメータシステム
　　　 データ表示装置について 

役場に来たら“　　  　”してみてね！役場に来たら“　　  　”してみてね！タッチタッチ

▲画像提供：北海道原子力環境センター

▲画像提供：北海道原子力環境センター

▲画像提供：北海道原子力環境センター

▲北海道原子力環境センターホームページより
　（http://www.pref.hokkaido.jp/soumu/sm-gensc/）

▲担当職員「１００点取った画像を載せたかったのに・・・」お恥ずかしい限りです。

もどる

クイズ

気象情報

モニタリングポイントで測
定した積算線量の結果を表
示します。

モニタリングカーで測定した線量率
の定点測定と走行測定の結果を表示
します。

環境放射線モニタリングに関する業
務、後志管内の気象情報、テレメー
タシステムの概要やクイズ等を表示
します。

モニタリングステーション等で観測
した気象データを表示します。

モニタリングステーション
等で測定した線量率、発電
所から放流される海水中及
び排気中の計数率や、取放
水温度の測定結果を表示し
ます。

＜メニュー画面＞



役　　　　　　　　場　７６－５０１１　 地域包括支援センター　７６－５９９５
神 恵 内 診 療 所　７６－５２２６　 温 泉 ９ ９ ８　７６－５１００
歯 科 診 療 所　７６－５９４５　 珊 内 ぬ く も り 温 泉　７７－６１３１
漁 村 セ ン タ ー　７６－５６７２　 観光情報センター（道の駅）　７６－５８００
社 会 福 祉 協 議 会　７６－５９０８　 神 恵 内 警 察 官 駐 在 所　７６－５２１２　 

火曜日休

月･木曜日休

４月２日（水）・９日（水）・１６日（水）・２３日（水）・３０日（水）
しりべし弁護士相談センター

＊予約受付：平日午前１０時～午後４時
＊住　　所：岩内町高台８４－３（佐藤精肉店隣）
＊電　　話：６２－８３７３（事前予約制）
＊相談時間：午後１時～午後４時

川白地区：１３：３０～
（川白ふれあいセンター）
珊内地区：１５：００～
（珊内集会所）

珊内･川白地区移動診療
●毎週木曜日 ４月２４日（木）

女性の健康相談

時間：午後１時～午後３時
場所：岩内保健所
電話：６２－１５３７
　　　（事前予約制）

４月２４日（木）
と こ ろ　岩内地方文化センター
電　　話　０１３４－６５－５００２
　　　　　（事前予約制）
相談時間　午前１０時～午後３時３０分

（日本年金機構小樽年金事務所）年金相談

卯月月４平成26年
2014年
平成26年
2014年

４月１６日（水）
こころの健康相談

時間：午後２時
場所：岩内保健所
電話：６２－１５３７
　　　（事前予約制）

　4月21日（月）は、破砕処理施設月例
点検日のため、不燃ごみ及び粗大ごみ
の受入れは休ませていただきます。

●●● 岩内地方衛生組合から ●●●

ごみの収集ごみの収集ごみの収集

区　　　分 全　　村 料　　金出　し　方

黄色の指定ごみ袋

青色の指定ごみ袋

透明か半透明の袋 無料

５㍑ 10枚入 １５０円
10㍑ 10枚入 ３００円
20㍑ 10枚入 ６００円
40㍑  5枚入 ５００円

１枚単位　１００円
ごみ処理券を２枚貼付

（事前申込制）

月曜日・金曜日

火　曜　日

水　曜　日

第４木曜日／年４回
（５月・７月・９月・11月）

燃やせるごみ

燃やせないごみ

※指定ごみ袋に入らない燃やせるごみ・燃やせないごみの小型ごみは、100円のシールを１枚貼って、それぞれの
　収集日に出してください。

資　　源　　物

大　型　ご　み

休日当番医

(午前９時～午後５時)

市外局番０１３５

保 は、保健師による

班別訪問相談

村長室ふれあいトークのお知らせ
　村長室ふれあいトークの日時は、変更となる可能性
がありますので、希望される方は必ず役場総務課へ事
前にご連絡ください。
今月は４月１７日（木）午後３時～午後５時３０分を予定
しております。

☎６２－０９８１

☎７４－３００９

☎６１－２０８１

☎６２－３４５１

千 葉 外 科 医 院

発 足 診 療 所

岩 内 大 浜 医 院

小林整形外科医院

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

５月３日㈯

５月４日㈰

５月５日㈪

５月６日㈫

５月ゴールデンウィークの休日当番医

日日日 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土

　　　　　　　　　先負　　　　　　　　　仏滅

赤石栄養教室
（10：00～／赤石集会所）

　　　　　　　　　先負

北内科クリニック
緯 62－1457

　　　　　　　　　大安

小学校入学式（9：00）
中学校入学式（13：30）

　　　　　　　　　先勝  　　　　　　　 　友引

　　　　　　　　　仏滅　　　　　　　　　大安　　　　　　　　　仏滅

前田医院
緯 62－1293

　　　　　　　　　赤口 　　　　　　　　　友引  　　　　　　　 　先負

　　　　　　　　　大安 　　　　　　　 　仏滅　　　　　　　　　赤口　　　　　　　　　大安

万代クリニック
緯 61－2133

　　　　　　　　　先勝 　　　　　　　　　先負

　　　　　　　　　赤口

東山クリニック
緯 62－7700

　　　　　　　　　赤口

育児相談
（10：00～11:30／漁村センター）

　　　　　　　　　仏滅 　　　　　　　　　赤口

保育所入所式（10：00）

 　　　　　　　 　先勝　　　　　　　　　大安 　　　　　　　　　友引

　　　　　　　　　友引

健康食教室
（10：00～／漁村センター）

　　　　　　　　　大安　　　　　　　　　仏滅

　　　 神恵内クリーン作戦
石山内科クリニック
緯 62－3223

　　　　　　　　　先勝

　　　　　　　　　先勝

道民家庭の日

春の全国交通安全
運動（～15日）

道民交通安全の日

移動窓口
 13:30～14:30 珊内集会所
 15:00～16:00 川白ふれあいセンター( )

穀雨

清明

昭和の日

保～神7･8

保～神11

保～神９

保～神12

保～神13

交通事故死ゼロ
を目指す日 12876 10 11

19151413 17 18

26222120 24 25

27

9

1 3 42 5

16

23

302928
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